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勝
利
を
た
ぐ
り
寄
せ

　
第
72

回
大
分
県
民
体
育
大
会
が
６
月
22

〜
24

日
を
主
日
程

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
６
年
ぶ
り
の
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
。
各
地
で
初
夏

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）



　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
。
農
業
産
出
額
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
を
独
走
す
る
一

方
で
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
で
産
地
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
戦
略
的
思
考
に
よ
る
農
業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

戦
略
的
経
営
に
よ
る
農
林
業
の
可
能
性

　
今
年
３
月
、
国
か
ら
平
成
29
年

度
の
農
業
算
出
額
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
市
の

農
業
算
出
額
は
、
２
２
７
億
８
千

万
円
で
県
内
で
は
４
年
連
続
１

位
、
全
国
で
も
62
番
目
と
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
は
愛
知
県
田
原
市
の
８

８
３
億
３
千
万
円
で
、
ト
ッ
プ
テ

ン
の
中
に
九
州
か
ら
３
市
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

20
番
目
の
茨
城
県
小
美
玉
市
が
３

７
２
億
３
千
万
円
で
、
竹
田
市
と

の
間
に
あ
る
自
治
体
と
は
そ
れ
程

の
差
は
な
く
、
今
後
の
飛
躍
を
期

待
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

 

　
一
方
、
そ
の
前
年
度
、
平
成
28

年
度
の
２
３
９
億
円
と
比
較
す
る

と
、
11
億
２
千
万
円
ほ
ど
ダ
ウ
ン

し
ま
し
た
。
合
併
直
後
の
平
成
18

農
業
産
出
額
は
４
年

連
続
の
ト
ッ
プ

年
度
が
１
８
１
億
４
千
万
円
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
順
調

に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
が
、
前
年

度
と
対
比
す
る
と
そ
の
減
は
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
野

菜
13
億
７
千
万
円
の
減
額
で
、
こ

の
年
の
大
雨
や
天
候
不
順
に
よ
る

葉
菜
類
の
生
育
不
良
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
産
業
的
に
は
天
候
、
市
場

価
格
、
疾
病
な
ど
に
影
響
さ
れ
る

た
め
、
単
年
で
そ
の
評
価
を
定
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
の

重
要
な
産
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
10
年
余
り
の
伸
び

は
、
野
菜
類
が
支
え
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
他
の
農
産

物
も
横
ば
い
か
微
増
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
奮
闘
が
う
か
が
え
ま

す
。

 

　
市
で
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
を
支
え
て
い
く
た
め
、
毎
年
20

億
円
を
越
え
る
予
算
で
、
基
盤
整

備
事
業
や
施
設
整
備
支
援
、
各
種

補
助
と
し
て
投
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
か
ら
も
直
接
７
億

円
を
超
え
る
経
営
所
得
安
定
対
策

等
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
竹
田
市
の
標
準
的
な
財
政
規

模
が
、
お
よ
そ
１
０
０
億
円
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
・
地
方
自
治
体

を
あ
げ
、
か
な
り
力
を
注
い
で
い

る
と
い
え
ま
す
。
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竹田市農業産出額の推移
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平成29年度農業産出額

県内ランキング

第１位　竹田市　　　227.8

第２位　日田市　　　127.5

第３位　宇佐市　　　120.0

第４位　豊後大野市　111.0

第５位　豊後高田市　109.9

お
　
み  

た
ま
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7月号
今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和元年６月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,579  人 　（－ 41 人 ）

男　性　10,104  人 　（－ 26 人 ）

女　性　11,475  人 　（－ 15 人 ）

世帯数　10,213 世帯 （－ 17世帯）

戦略的経営による農林業の可能性

若手農業者の挑戦

６年ぶりの豊肥ブロック県体 ほか

市指定文化財に２件を指定 ほか

災害を未然に防ぐ ほか

グランツたけた情報

７月21日㈰は参議院選挙の投票日です

たけたんトピックス

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

婚活コラム／人権シリーズぬくもり ほか

竹田市バス路線総合案内サイトOPEN

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

輝け！竹高生 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう ほか

国民健康保険からのお知らせ

2

5

6

7

8

9

10

12

13

14

16

20

21

22

24

25

26

27

28

別冊

■お詫びと訂正

広報たけた６月号の４頁「竹田市移動販売協力事業所

の認定証交付」の記事で、電話番号に誤りがございま

した。正しくは阿南商店（☎62-2450）です。ご迷惑を

お掛けいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

　涼風切って

　　リアル “ハイジ”

アニメ「アルプスの少女

ハイジ」の気分をリアル

に楽しめる巨大木製ブラ

ンコが久住高原に登場。

「地域活性化の一助に」

と、民宿を経営する後藤

健 一 さ ん ら 有 志10人 が

完成させたこのブランコ

は高さ31.5メートルで、

まさにギネス級！高原の涼風を受けて、ブランコを

楽しんでいた高倉莉央さん（10歳、日田市）は「宙

に浮いた感じがたまらない」とハイジのような笑顔

を見せていました。

↑７種の作物を印象的な写真＆キャッチコピーで表

現した農林産品と地域のブランディング「竹田う

まれ」が、昨年「グッドデザイン賞2018」を受賞

　
本
市
で
は
、
農
業
政
策
に
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
特
に

担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
体
系
的
に
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
親
元
就
農
者
に
対

す
る
支
援
で
す
。
こ
れ
は
、
国
が

新
規
就
農
者
へ
行
っ
て
い
た
年
最

大
１
５
０
万
円
、
最
長
７
年
間
の

支
援
と
は
別
に
、
就
農
体
系
の
一

つ
で
あ
る
親
元
就
農
に
対
し
て
大

分
県
へ
働
き
か
け
、
年
最
大
１
０

０
万
円
、
最
長
２
年
間
の
制
度
を

確
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
独

自
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
位
置
づ

け
と
関
係
な
く
、
45
歳
以
下
の
意

欲
あ
る
就
農
者
に
対
し
、
年
最
大

60
万
円
、
最
長
２
年
間
の
制
度
を

専
従
妊
産
婦
に
対
す
る
支
援
と
併

竹
田
市
の
挑
戦

せ
て
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

に
よ
り
、
地
元
の
若
者
に
よ
る
農

業
参
入
へ
の
間
口
を
広
げ
ま
し

た
。

　
二
つ
目
は
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
で
す
。

品
質
日
本
一
を
誇
る
「
か
ぼ
す
」、

生
産
量
日
本
一
の
「
サ
フ
ラ
ン
」、

原
木
乾
し
い
た
け
生
産
量
日
本
一

の
「
し
い
た
け
」、
こ
の
３
つ
の

農
産
物
か
ら
本
市
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
本
市
な
ら
で
は

の
付
加
価
値
の
創
出
に
よ
る
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
化
、
地
元
産
品
の
知

識
を
高
め
、
生
産
者
が
自
信
を

も
っ
て
売
れ
る
「
知
産
知
消
」
の

取
り
組
み
な
ど
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。

　
い
ち
早
く
、
農
村
商
社
わ
か
ば

を
中
心
に
流
通
の
仕
組
み
づ
く
り

を
確
立
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る

６
次
産
業
化
を
目
指
し
、
農
商
観

光
連
携
を
総
合
的
に
推
進
し
、
消

費
者
や
大
学
な
ど
と
の
交
流
連
携

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
か
ら
日

本
は
い
よ
い
よ
人
口
減
少
社
会
へ

突
入
し
ま
し
た
。
国
全
体
で
み
る

と
、
平
成
27
年
の
総
人
口
１
億
２

７
０
９
万
人
か
ら
、
今
後
30
年
で

２
千
万
人
以
上
減
少
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
約
20

年
後
の
令
和
22
年
に
は
、
現
在
よ

り
約
８
千
人
減
り
１
万
３
５
２
４

人
と
予
測
さ
れ
、
高
齢
化
率
も
上

昇
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

国
内
消
費
の
低
下
を
招
く
懸
念
材

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
後
継
者
問
題
や
労
働

力
不
足
で
産
地
を
守
る
こ
と
も
困

難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
農
業
の
主
力
と

な
っ
て
い
た
65
歳
以
上
の
農
家
が

減
る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
場
影
響
力
を
左
右
す
る
産
地
と

し
て
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。
加
え
て
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
や

日
米
の
貿
易
関
税
の
件
も
、
現
状

を
大
き
く
左
右
す
る
要
因
で
す
。

　
た
だ
、
世
界
に
目
を
転
じ
る

と
、
人
口
は
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
発
展
途
上
国
で

あ
っ
た
中
国
な
ど
の
国
が
経
済
力

を
つ
け
、
食
料
を
輸
入
す
る
国
と

な
る
な
ど
、
食
料
需
要
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予

測
さ
れ
ま
す
。

激
変
し
て
い
く
環
境
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戦略的経営による農林業の可能性

　
一
方
、
供
給
量
は
、
海
外
か
ら

の
輸
入
、
国
主
導
で
進
め
て
い
る

農
地
の
流
動
化
と
、
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
の
加
速
化
に
よ
り
、
日
本

の
食
料
消
費
量
ほ
ど
低
下
し
な
い

も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）、
セ

ン
サ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
も
の
で
、
無
人
で
ト
ラ
ク
タ
ー

や
大
型
農
作
業
機
械
を
自
動
走

行
さ
せ
た
り
、Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
い
熟
練
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

移
転
さ
せ
る
な
ど
、
労
力
を
軽
減

さ
せ
高
品
質
生
産
に
繋
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。

　
導
入
コ
ス
ト
や
、
最
新
機
器
を

使
い
こ
な
す
知
識
の
取
得
等
が
課

題
と
考
え
ら
れ
る
と
は
い
え
、
今

後
農
産
物
の
自
給
率
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
こ
の
方
向
に
進

ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
農
業
に
限
ら
ず
、
経
営
に
お
い

て
必
要
な
要
素
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、①
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ

と
、②
自
己
の
経
営
の
現
状
を
可

視
化
す
る
こ
と
、③
情
報
収
集
と

分
析
を
行
う
こ
と
、④
目
標
を
定

情
報
収
集
と

分
析
実
践
の
重
要
性

戦
略
的
思
考
に
よ
る
経
営

進
む
ス
マ
ー
ト
農
業

め
る
こ
と
、⑤
経
営
者
の
責
任
で

決
断
し
て
い
く
こ
と―

は
特
に
重

要
と
い
え
ま
す
。

　
現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発

達
し
、
本
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
公

的
機
関
等
か
ら
容
易
に
情
報
が
取

得
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
農
産

物
の
生
理
、
農
薬
や
肥
料
、
気

象
・
市
場
情
報
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
満
ち
溢

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
１
０

０
％
自
分
に
合
致
す
る
教
科
書
は

な
く
、
そ
の
情
報
を
取
捨
選
択

し
、
い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に

合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
く
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
多
く
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

例
年
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た
経

験
を
持
つ
方
は
多
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
自
己
の
経
験
則
だ

け
で
な
く
、
情
報
活
用
を
経
営
に

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
い
え
ま
す
。

　
「
国
民
全
員
が
欲
し
が
る
最
後

の
商
品
が
携
帯
電
話
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
現
代
は
、
も
は
や
画

一
的
な
大
市
場
は
存
在
し
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
食
料

も
同
じ
で
あ
り
、
プ
ロ
の
農
家
は

顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
、
自
分
の

農
産
物
は
ど
の
層
へ
売
っ
て
い
く

の
か
、
消
費
者
に
さ
さ
る
ス
ト
ー

リ
ー
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
は
何
か
、

そ
う
い
う
戦
略
的
思
考
に
よ
り
経

営
を
進
め
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
実
際
、
本
市
で
も
既
に
そ
う
い

う
経
営
に
着
手
し
、
成
功
を
収
め

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

農
業
経
営
者
が
、
こ
の
地
域
の
経

済
を
牽
引
し
て
い
く
経
営
体
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　
最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
、
特

に
サ
ッ
カ
ー
の
分
野
で
、
個
の
強

さ
と
い
う
言
葉
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
意
味
合
い
と
し
て
は
、
団
体

ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
る
が
、
協
調
や

連
動
だ
け
で
な
く
、
個
人
個
人
も

球
際
で
強
く
あ
る
べ
き
と
い
う
意

味
で
す
が
、
こ
れ
は
何
も
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
成
長
著
し
い
産
業
も
、
10

年
経

て
ば
衰
退
し
て
い
く
と
い
わ
れ
る

現
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
が
普
遍
的

な
正
解
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
立
ち
向
か
う
者
に
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
は
訪
れ
、
立
ち
止
ま
っ

て
い
る
者
に
チ
ャ
ン
ス
は
来
な

い
」
の
精
神
で
、
現
状
を
打
開
し

続
け
る
こ
と
が
、
竹
田
市
農
業
の

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

技術革新による農業の将来イメージ

・ロボットトラクタやスマホで操作する水田の水管理システムなど、先端技術による作業の自動化により規模拡大が
　可能に
・熟練農家の匠の技の農業技術を、ICT技術により、若手農家に技術継承することが可能に
・センシングデータ等の活用・解析により、農作物の生育や病害を正確に予測し、高度な農業経営が可能に

我が国の農業の強み 先端技術

スマート農業の効果

作業時間を４割削減

ロボットトラクタ ドローン

ほ場全体のセンシングデータ
を基に適正な施肥・防除

アシストスーツ

従来の半分の力で持ち上げ
動作が可能

・気候や土壌などの地域特性に対応した匠の技

・全国各地の地域性を反映した、多種多様で
　美味しい品目、品種

・消費者ニーズに即した安全安心な農産物

「農業技術」×「先端技術」

スマート農業無人化作業体系

熟練農業者が摘果した果実

熟練
農業者

新規
就農者

ICT技術による
形式知化

対価

新規就農者等の学習、指導に活用

出展：2019年２月 農林水産省「スマート農業の展開について」
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若手農業者の挑戦

失
敗
し
て
も
続
け
る

　
24

軒
の
農
家
が
加
入
す
る
Ｊ
Ａ
お

お
い
た
豊
肥
事
業
部
花
き
部
会
久
住

支
部
で
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
部
会

長
を
務
め
る
志
賀
亮
平
さ
ん
。
志
賀

さ
ん
が
所
有
す
る
70

ア
ー
ル
の
ハ
ウ

ス
で
は
、
久
住
地
域
が
西
日
本
一
の

出
荷
量
を
誇
る
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ユ
リ
や
シ
ン

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
栽
培
し
、
年
間
を

通
し
て
30

万
本
を
市
場
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
久
住
高
原
の
冷
涼
な
気
候
を
活

か
し
た
リ
ン
ド
ウ
の
生
産
が
始
ま
っ

た
の
が
今
か
ら
50

数
年
前
。
亮
平
さ

ん
の
父
・
智
貴
さ
ん
も
花
き
栽
培
の

先
駆
者
の
一
人
で
し
た
。

　
そ
の
尊
敬
す
る
父
を
亡
く
し
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
東
京
か
ら
帰
郷

し
就
農
し
た
の
が
27

歳
の
と
き
。

「
亮
平
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
て
く
れ
」
と
智
貴
さ
ん
か

ら
頼
ま
れ
て
い
た
部
会
員
が
、
当
時

の
亮
平
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
た
と
話

し
ま
す
。「
先
輩
や
仲
間
が
い
た
か

ら
こ
こ
ま
で
来
れ
た
。
と
て
も
心
強

か
っ
た
」

　
４
年
前
に
は
県
や
市
の
補
助
金
を

活
用
し
、
新
規
の
耐
候
型
ハ
ウ
ス
を

〜
27
歳
か
ら
の
花
き
栽
培
へ
の
挑
戦
〜

建
設
。
４
箇
所
の
圃
場
を
２
箇
所
に

集
約
す
る
な
ど
作
業
の
効
率
化
を
進

め
、「
行
政
の
補
助
が
あ
っ
た
か
ら

挑
戦
で
き
た
」
と
話
す
志
賀
さ
ん
。

部
会
の
若
手
後
継
者
も
制
度
を
活

用
し
た
ハ
ウ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　「
失
敗
し
て
も
続
け
る
こ
と
が
大

切
」
と
、
農
業
実
習
で
訪
れ
た
学
生

に
説
き
、
自
身
も
「
父
や
先
輩
方
が

根
気
強
く
品
種
改
良
を
重
ね
、
た
ど

り
着
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ン
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
や
リ
ン
ド
ウ
、
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ユ
リ
、

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、
草
花
な
ど
久
住

の
花
は
多
種
多
彩
。
技
術
を
引
き
継

ぎ
、
日
々
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」

と
熱
い
思
い
を
口
に
し
ま
す
。

　
部
会
が
設
立
さ
れ
て
、
今
年
が
50

年
の
節
目
の
年
。「
市
場
や
花
屋
さ
ん

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
消
費
者

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
品
質
の

高
い
花
を
作
り
続
け
、
信
頼
さ
れ
る

部
会
で
あ
り
た
い
」
と
力
強
く
語
る

志
賀
さ
ん
。「
仲
間
と
の
花
作
り
は
楽

し
い
」
と
話
す
花
き
栽
培
で
、
久
住
の

大
地
に
華
や
か
な
彩
り
を
加
え
ま
す
。

畜
産
は
日
々
の
積
み
重
ね

　
久
住
の
大
地
に
畜
舎
を
構
え
、

畜
産
の
道
に
進
ん
だ
元
竹
田
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
齋
藤
崇
さ
ん
。

平
成
27

年
４
月
に
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
か
ら
家
族
４
人
で
移
住
し
、

畜
産
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
３
年
間
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
し
て
い
た
竹
田
市
に

応
募
し
た
。
自
然
の
中
で
子
ど
も

と
の
時
間
も
確
保
で
き
る
こ
の
地

を
選
ん
だ
」
と
話
す
齋
藤
さ
ん
は
、

ヘ
ル
パ
ー
に
従
事
す
る
中
で
畜
産

の
基
礎
を
学
び
、
農
家
と
顔
見
知

り
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
久
住
町
都
野
地
区

に
70

ア
ー
ル
の
土
地
を
借
り
、
50

頭
規
模
の
畜
舎
を
建
設
。
繁
殖
牛

20

頭
を
購
入
し
、
畜
産
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
補
助
事
業
を
活
用
し
、
畜
舎
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
く
畜

産
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
も
、

初
期
投
資
を
抑
え
、
自
分
の
思
い

描
く
規
模
で
始
め
ら
れ
る
こ
う

い
っ
た
補
助
事
業
は
あ
り
が
た
い
」

〜
子
ど
も
の
将
来
の
た
め
に
就
農
を
決
断
〜

移住、そして畜産の道へ

齋藤　崇さん（34歳・七里団地）

　
朝
晩
の
餌
や
り
や
ふ
ん
尿
の
処

理…

手
探
り
で
始
め
た
齋
藤
さ
ん
を

「
近
所
の
農
家
の
方
が
人
手
の
必
要

な
分
娩
時
な
ど
に
は
駆
け
つ
け
、
助

け
て
く
れ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
飼
育
牛
の
日
々
の
体
調
の
変
化
に

気
を
配
り
、
発
情
期
を
見
極
め
て
繁

殖
の
効
率
を
上
げ
る
な
ど
、
畜
産
に

対
す
る
姿
勢
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
き

た
と
い
う
齋
藤
さ
ん
。
現
在
は
繁
殖

牛
39

頭
、
子
牛
17

頭
ま
で
増
頭
し
、

今
年
11

月
に
は
子
牛
１
頭
が
市
場

に
初
め
て
出
荷
さ
れ
る
と
い
い
ま

す
。「
答
え
合
わ
せ
み
た
い
で
ド
キ

ド
キ
す
る
。
高
い
値
が
つ
け
ば
自
信

に
な
る
」

　
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
し
ば

ら
く
は
現
状
の
頭
数
を
維
持
し
、
い

ず
れ
は
60

頭
ま
で
増
や
し
た
い
と
目

標
を
描
く
齋
藤
さ
ん
は
「
畜
産
は
１

日
の
積
み
重
ね
。
し
っ
か
り
と
し
た

牛
を
市
場
に
出
し
て
、
将
来
子
ど
も

を
大
学
に
進
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
稼
ぎ
た
い
」
と
、
餌
や
り

を
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
た
子
ど
も
に

笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、
冷
静
に
先
を

見
据
え
て
い
ま
し
た
。

花き部会の若きリーダー

志賀 亮平さん（38歳・神馬）

さ い   と う 　 　 　  た か し

し 　    が 　   り ょ う  へ い

ほ
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６年ぶりの豊肥ブロック県体 ほか

　
大
分
県
実
行
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
24
日
と
25
日
に
大
分
県
で
開
催

さ
れ
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　７
月
１
日
㈪
〜
８
月
31

日
㈯

公
募
人
数
　
22
人
（
予
定
）

主
な
応
募
資
格

・
２
０
０
８
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
２
０
２
０
年
４
月
１

日
の
時
点
で
中
学
１
年
生
以
上
）

・
大
分
県
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方

・
第
三
者
の
推
薦
が
あ
る
方
な
ど

応
募
方
法

①
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所

定
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
み

②
応
募
用
紙
を
郵
送

※

生
涯
学
習
課
、
荻
・
久
住
・
直
入

の
各
公
民
館
に
も
応
募
要
項
、
応
募

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

第27回ナイター陸上
「2019ドリーム・ゲームスinおぎ」

あ
な
た
も
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

参加者を募集しています

用
紙
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法
　
県
実
行
委
員
会
が
、
応

募
者
の
記
載
し
た
事
項
に
基
づ
く
選

考
を
行
い
、
東
京
２
０
２
０
組
織
委

員
会
に
推
薦
し
、
同
委
員
会
が
当
選

者
を
決
定
し
ま
す
。
必
要
な
記
載
事

項
以
外
の
資
料
等
は
、
選
考
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
送
付
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
２
０
１
９
年
12
月
以

降
、
県
実
行
委
員
会
よ
り
当
選
の
速

報
を
ご
連
絡
し
、
東
京
２
０
２
０
組

織
委
員
会
か
ら
、
当
選
者
の
み
に
当

選
通
知
を
し
ま
す
。

　
・
問 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
大
分
県
実
行
委
員
会

（
〒
８
７
０―

８
５
０
１
　
大
分
市

大
手
町
３―

１―

１
　
大
分
県
企
画

振
興
部
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）☎
０
９
７-

５
０
６-

２
０
８
５ 

日時　８月３日㈯
　　　午後４時30分～開会式
※小雨決行。ただし警報発令中は

中止。実施の有無については午
前10時に事務局で決定。

場所　荻小学校運動場
参加費　一般 1000円、中学生・高
校生 500円、小学生 無料
※参加者全員に参加賞があります。
申込締切　７月19日㈮
※電話またはメールで問い合わせの
うえ、申込書をお取り寄せください。
　・問 ドリームゲームス実行委員
会事務局（竹田市荻公民館内）
☎68-2025

E-mail:kyoiku-ogi@city.taketa.lg.jp

申

申

↑２年連続でパート優勝を飾ったラグビーフットボール

竹田市チームの皆さん

↑軟式野球は接戦を勝ち上がり、第３位に輝きました

↑豊後大野・大分・中津の３市の

選手代表と一緒に宣誓を行った

成安宏行さん（剣道競技）

↑「スポーツを楽しんで、

思い出に残る大会にし

てほしい」と阿南翼さん

　
竹
田
市
か
ら
は
25
競
技
に
３
８
８

人
が
出
場
し
、
１
４
７
点
を
獲
得
。

総
合
順
位
は
16
位
（
Ｃ
部
６
位
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
入
賞
を
果
た
し
た
競
技
・
個
人
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

陸
上
競
技
　
30
歳
未
満
男
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
第
２
位
　
阿
南
龍
生
▽
50

歳
未
満
男
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
第

２
位
　
志
賀
直
樹
▽
共
通
男
子
走
高

跳
第
３
位
　
河
野
右
京
▽
30
歳
以
上

女
子
砲
丸
投
第
１
位
　
阿
南
李
絵

軟
式
野
球
競
技
　
第
３
位

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

Ｂ
パ
ー
ト
優
勝

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

個
人
第
１
位
　
山
田
愛

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
　
個
人
戦
第
３
位

秋
岡
寛

綱
引
競
技

一
般
男
女
混
合
ラ
イ
ト
級
　
第
３
位

大
会
を
彩
っ
た
竹
田
人

　
５
月
26
日
、
昭
和
電
工
武
道
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）
で
行

わ
れ
た
県
民
体
育
大
会
と
第
14
回
大

分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
合

同
開
会
式
。
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
竹

田
市
の
成
安
宏
行
選
手
（
剣
道
競
技
）

は
「『Sports  for  Everyone 

つ
な

げ
よ
う 

つ
た
え
よ
う 

夢
と
感
動
を
』

を
合
言
葉
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

友
情
の
輪
を
広
げ
ま
す
」
と
力
強
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「Sports 

for Everyone 

つ
な
げ
よ
う  

つ
た

え
よ
う  
夢
と
感
動
を
」
は
、
緑
ヶ

丘
中
学
校
２
年
の
阿
南
翼
さ
ん
が
考

案
し
た
作
品
。「
障
が
い
の
有
無
に

関
係
な
く
、
み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
」

　例年９月に開催されている大分県民体育大会。

今年は９月から11月にかけてラグビーワールド

カップ2019日本大会が開かれることから、６月

22日～ 24日を主日程として、豊肥ブロック（竹

田市・豊後大野市）を中心に開催されました。

Sports for Everyone つなげよう つたえよう 夢と感動を

６年ぶりの豊肥ブロック県体

タ
ケ   

タ   

ビ
ト

な
り
や
す
ひ
ろ
ゆ
き

あ  

な
ん
つ
ば
さ
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市指定文化財に２件を指定 ほか

↑市指定史跡に指定された中川神社

天人面遺跡（倉木）

鞍ヶ田尾遺跡
（片ケ瀬）

市
指
定
文
化
財
に
２
件
を
指
定

竹田市教育委員に

賀籠六 尚樹氏

　竹田市教育委員会委員の加

藤誠氏の任期が６月５日をもっ

て満了し、後任の委員として賀

籠六尚樹氏が選任されました。

（任期は６月６日から令和５年

６月５日までの４年間）

　
６
月
13
日
付
け
で
、
市
指
定
文
化
財
と
し
て
次
の
２
件
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
内
の
指
定
文
化
財
は
国
・
県
・
市
合
わ
せ
て
２
３
０
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　「
土
偶
」（
３
体
）

　人
型
の
土
製
品
で
妊
婦
を
模
し
た

も
の
が
多
い
土
偶
は
、
完
全
な
形
で

発
見
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
一
部
を
欠
く
こ
と
で
出
産
の
苦

し
み
な
ど
の
身
代
わ
り
と
し
て
祭
事

に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
３
体
の
土
偶
は
、
市
内
の
発

掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の
で
、
縄
文

時
代
の
後
半
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
全
て
に
乳
房
が
あ
り
、
２

体
の
腹
部
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
①

は
頭
部
の
み
、②
は
頭
部
と
両
手
、③

は
頭
部
と
両
手
・
左
足
を
欠
い
て
い

ま
す
。
縄
文
時
代
の
精
神
、
社
会
を

解
析
す
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

市
指
定
史
跡  

「
中
川
神
社
」

　中
川
神
社
は
、
岡
藩
の
藩
祖
と
中

川
家
の
歴
代
の
人
々
、
さ
ら
に
岡
藩

士
の
先
祖
と
な
る
中
川
家
の
家
臣
を

祀
る
神
社
で
、
も
と
も
と
は
岡
城
内

に
荘
嶽
社
と
し
て
存
在
し
た
も
の
を

明
治
に
な
っ
て
常
盤
山
の
頂
上
に
移

築
し
た
も
の
で
す
。
城
内
に
あ
っ
た

燈
籠
や
鳥
居
等
も
一
緒
に
移
築
さ
れ

て
、
現
在
の
参
道
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
岡
城
内
に
実
際
に
あ
っ
た

貴
重
な
建
築
物
・
建
造
物
が
残
る
神

社
で
す
。

①

②

③

（45歳・仲村）

か　　 ご　    ろく なお　　き

↑教育委員に選任された賀籠六尚樹氏

市
指
定

有
形
文
化
財

下
本
町
通
り
会
に
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

　
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
制
定

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る

「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」
を
、
下
本

町
通
り
会
（
服
部
眞
二
会
長
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
１
９
７
８
年
に
発
足
。
２

０
０
４
年
に
市
と
「
ま
ち
づ
く
り
協

定
」
を
締
結
し
、
通
り
全
体
の
街
並

み
修
景
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
、

城
下
町
ら
し
い
情
感
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
景
観
整
備
が
完
成
し
た
２
０
１
５

年
に
は
「
街
な
み
景
観
を
楽
し
む

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
歩
行
者
天

国
と
な
っ
た
通
り
は
多
く
の
来
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
か
ら

「
冬
の
竹
ほ
た
る
」
と
題
し
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
通
り
に
設
置
。
夜

の
景
観
づ
く
り
と
冬
期
の
誘
客
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
服
部
会
長
は
「
会
を
構
成
す
る
35

世
帯
が
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

た
。
景
観
を
活
か
そ
う
と
始
め
た
竹

ほ
た
る
や
50
年
以
上
続
け
て
き
た
美

化
活
動
な
ど
、
住
民
に
よ
る
主
体
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
光
栄
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

↑「国土交通大臣表彰」を受賞した下本町通り会の（左か

ら）小池英明事務局長、服部眞二会長、衛藤愼二顧問

↑友達と協力しながら、お寿司の形をした

箱を運ぶ園児たち

みんな、ともだち
　６ 月18日、竹 田・南 部・直 入
幼稚園合同の交流会「なかよし幼
稚園」が竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター体育館で行われました。
　たくさんの友達とふれあい、遊
ぶことの楽しさを知ってもらおう
と毎年開催されているこの交流会
は今回で30回目。61人の園児た
ちは歌やゲームを通して、友達や
保護者とのふれあいを楽しんでい
ました。

は
っ
と
り
し
ん 

じ
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災害を未然に防ぐ ほか

農
地
・
農
業
用
施
設
が
災
害
に
あ
っ
た
と
き

　
大
雨
等
の
災
害
に
よ
り
農
地
・
農

業
用
施
設
が
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は

次
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
災
害
発
生
・
被
害
報
告

　
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以
上
ま
た

は
１
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上
が
災

害
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
し
た
と
き
は
告
知
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業

を
希
望
す
る
方
は
、
報
告
期
限
内
に

農
林
整
備
課
ま
で
報
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
現
地
調
査

　
日
程
を
調
整
し
、
事
前
に
調
査
日

を
連
絡
し
ま
す
。
職
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
必
ず
本
人
が
立
ち
会
っ

て
く
だ
さ
い
。
境
界
等
は
申
請
人
の

責
任
に
お
い
て
明
確
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
要
件

　
農
林
水
産
省
か
ら
農
業
用
施
設

（
農
道
・
橋
梁
・
水
路
・
頭
首
工
・

た
め
池
・
用
排
水
機
場
等
）
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
な
い
と
該
当
し
な
い

（
採
択
し
な
い
）
旨
の
通
知
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

〜
災
害
発
生
か
ら
復
旧
工
事
完
了
ま
で
〜

し
ま
す
。

　
適
正
な
維
持
管
理
の
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
定
期
的
な
草
刈
り
、
泥
上
げ
、
点

検
及
び
補
修
等
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と

②
水
路
・
農
道
に
つ
い
て
は
作
業
日

報
及
び
作
業
の
記
録
写
真
等
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
頭
首
工
・
た
め
池
等
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
管
理
・
点
検
台
帳
及
び
管

理
作
業
の
記
録
写
真
等
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と

④
日
報
・
管
理
記
録
等
は
毎
年
度
分

保
管
し
て
お
く
こ
と

※

維
持
管
理
記
録
（
日
報
及
び
写
真

等
）
は
災
害
申
請
時
に
必
ず
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
　
請

　
現
地
立
会
い
の
際
、
申
請
書
を
お

渡
し
し
ま
す
。
必
要
箇
所
を
記
入
し

押
印
の
う
え
、
申
込
み
分
担
金
１
万

円
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
農
業
用
施
設
の
場
合
は
維
持
管

理
記
録
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
か
ら
工
事
の
流
れ

　
申
請
書
類
提
出
を
受
け
、
測
量

を
行
い
国
の
査
定
を
受
け
ま
す
。
認

め
ら
れ
れ
ば
実
施
設
計
、
工
事
発

注
、
復
旧
工
事
と
な
り
ま
す
。
工
事

は
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
発

注
し
ま
す
。
迅
速
な
復
旧
工
事
に
努

め
ま
す
が
、
災
害
復
旧
は
最
長
３
年

間
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

①
災
害
復
旧
費
用
が
40
万
円
未
満
の

場
合
は
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
災
害
復
旧
の
申
請
を
し
た
ら
、
事

業
を
途
中
で
中
止
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

③
水
管
理
が
悪
い
た
め
被
災
す
る

場
合
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
雨
の
時
は

必
ず
落
水
し
て
く
だ
さ
い
。

④
特
に
復
旧
工
事
１
年
未
満
の
箇

所
は
耕
起
や
水
管
理
に
十
分
注
意

し
、
再
び
被
災
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
工
事
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
工
事

完
了
後
に
請
求
し
ま
す
の
で
期
限
ま

で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※

申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
、農
林

整
備
課（
☎
63-

４
８
０
６
）、荻
支
所

地
域
振
興
課（
☎
68-

２
２
１
１
）、久

住
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
76-

１
１

１
１
）、直
入
支
所
地
域
振
興
課（
☎

75-

２
２
１
１
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

災害を未然に防ぐ

洪
水
だ
！
逃
げ
ろ
！

↑災害の発生が予想される箇所を調査する参加者

↑一列になって足早に避難する児童ら

　
風
水
害
の
多
発
期
に
備
え
、
災
害

危
険
予
想
地
域
の
状
況
調
査
や
避

難
体
制
の
確
立
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
竹
田
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が

　
稲
葉
川
の
氾
濫
で
過
去
３
度
に

わ
た
り
校
舎
や
プ
ー
ル
な
ど
が
洪

水
被
害
を
受
け
た
豊
岡
小
学
校
で
、

６
月
１
日
、
安
全
な
避
難
の
方
法
を

学
ぶ
水
害
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
稲
葉
川
の
増
水
し
た
水
が
土
手

を
越
え
て
校
舎
に
入
っ
て
き
そ
う

だ
」
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
た
訓
練

に
は
、
全
校
児
童
36
人
が
参
加
。
避

難
の
合
言
葉
「
お
（
押
さ
な
い
）、

は
（
走
ら
な
い
）、
し
（
し
ゃ
べ
ら

な
い
）、
も
（
戻
ら
な
い
）」
を
学
ん

だ
児
童
た
ち
は
、
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
同
校
裏
の
寺
の
境
内
ま
で
足

５
月
27
日
、
市
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
県
や
市
、
自
衛
隊
、
警
察
署
な
ど

８
機
関
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
、
が

け
崩
れ
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
家

屋
や
避
難
所
に
被
害
が
及
ぶ
箇
所

や
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
被
害
想

定
箇
所
な
ど
６
か
所
の
調
査
現
場

を
パ
ト
ロ
ー
ル
。

　
現
地
で
は
状
況
を
目
視
で
確
認

し
、
災
害
の
発
生
と
被
害
の
及
ぼ
す

危
険
度
を
Ａ
〜
Ｃ
で
判
定
。
避
難
体

制
の
確
立
や
被
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

早
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
甲
斐
直
人
く
ん
（
５
年
）
は
「
も

し
水
害
が
起
き
そ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
今
日
の
訓
練
の
よ
う
に
冷
静
に

行
動
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

か
　
い  

な
お  

と
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グランツたけた情報

メンバー大募集！
　８月１日㈭に開催の「台湾と大分　う

たの架け橋ジョイントコンサート in た

けた」に出演する「グランツ夏休みこど

も合唱塾」のメンバーを募集します。

　初心者大歓迎、津久見や台湾の合唱

団のお友達もできるかも！合唱指揮者

の菊ちゃん先生（本名：菊村隆史／地

域おこし協力隊）と一緒にグランツたけ

た廉太郎ホールの舞台に立ちましょう！

■演奏曲目　竹田市の歌「私は空」　瀧

廉太郎の歌「雀」「お正月」

「花」「荒城の月」ほか

■応募資格　 小・中・高校生

■定　　員　 50名

■講　　師　 菊村隆史（合唱指揮者）

■参  加  費　 2,000円（保険料込）

★詳細はグランツたけた（☎63-4837）

までお問い合わせください。

グランツ夏休みこども合唱塾

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
竹
田
が
好
き
に
な
る

グ
ラ
ン
ツ
由
学
館
で
ワ
ク
ワ
ク
体
験
を
！

●
グ
ラ
ン
ツ
由
学
館

Vol.
２

竹
田
の
湧
き
水
で
パ
ン
を

作
ろ
う
！

　
オ
ペ
ラ
「
ロ
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
ロ
」

の
公
演
に
合
わ
せ
て
、
親
子
で
参

加
で
き
る
パ
ン
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
発
酵
中
に
菊

村
隆
史
先
生
に
よ
る
歌
の
レ
ッ
ス

ン
も
あ
り
ま
す
。 

日
程
　
７
月
14
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
親
子
12
組

対
象
年
齢
　
３
歳
以
上

申
込
締
切
　
７
月
11
日
㈭
　
午
後

７
時
ま
で

会
場
　
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
　
創
作
広
間

材
料
費
　
３
０
０
円

講
師
　
河
野
叔

子
氏
（
た
け
た

の
食
べ
方
編
集

室
ス
タ
ッ
フ
）

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾

●
グ
ラ
ン
ツ
由
学
館

Vol.
３

暗
室
で
現
像
体
験
！

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
で

遊
ぼ
う
！

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
カ
メ

が
な
か
っ
た
頃
は
ど
ん
な
風
に
写

真
を
撮
影
し
て
い
た
の
か
な
？
ピ

ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
で
好
き
な
風
景

を
撮
影
し
て
、
暗
室
で
現
像
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
８
月
３
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
20
名

対
象
年
齢
　
小
学
４
年
生
以
上

申
込
締
切
　
７
月
30
日
㈫
　
午
後

７
時
ま
で

会
場
　
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
　
創
作
広
間

材
料
費
　
５
０
０
円

講
師
　
筬
島
孝
一
氏
（
モ
ノ
ク
ロ

写
真
家
）

申
込
方
法
　
グ
ラ
ン
ツ
窓
口
ま
た

は
電
話
（
☎
63-

４
８
３
７
）
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

Ⓒ「ゆずりは」製作委員会

ものまねエンターテインメント！

コロッケコンサート
　　　　～笑う顔には福来たる！～

↑ロはロボットのロ

体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
今
後

も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　コロッケコンサートにあわせ、コロッ

ケが本名の滝川広志名義で、笑いやも

のまねを封印して挑んだ映画「ゆずりは」

を上映します。芸人・コロッケの表情と

は違う一面を、お見逃しなく！

日時　７月13日㈯ 18:30上映　７月14日㈰ 10:00 ／ 13:30上映

　　　※３回上映／各回20分前開場

料金　一般1,000円　高校生以下・特別価格500円

　　　 （全席自由/消費税込/当日200円増）

会場　グランツたけた　キナーレ

※コロッケコンサートのチケットをお持ちの方は特別価格でご入場い

ただけます。

　ものまね界で異彩を放つコロッケの、抱

腹絶倒エンターテインメント！

期日　９月29日㈰

時間　①14:00開場 14:30開演

　　　②17:30開場 18:00開演

会場　グランツたけた　廉太郎ホール

料金　一般6,000円  竹田市民価格4,000円

　　　Ｇシート（３階バルコニー席）3,000円（全席指定/消費税込）

※市民価格はグランツたけた窓口のみ。市内在住の証明書（運転免許証等）が必要。

※３歳未満入場不可。有料託児サービスあり（締切９/22㈰）

※Ｇシートはステージの一部が見えにくい席となっています。

グランツ映画館「玉洗劇場」

上映作品『ゆずりは』

ゆ
う
が
く
か
ん

2019年７月発行9



第25回

参議院議員通常選挙
7 21

（日）投票時間

公示日

開　票 ７月21日㈰　午後８時 ～

竹田市総合社会福祉センター

私たち一人ひとりの声を国政に！

必ず投票しましょう。

７月４日 ㈭

午前７時 

       　   ～ 午後６時

  

投
票
が
で
き
る
方

●
選
挙
当
日
、
満
18

歳
以
上
の
日
本
国
民
（
生

年
月
日
が
平
成
13

年
７
月
22

日
以
前
の
方
）

 

●【
転
入
者
】
竹
田
市
に
平
成
31

年
４
月
３
日

以
前
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、
３
か
月
を
経

過
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
。
転

入
後
、
３
か
月
経
過
し
て
い
な
い
方
は
前

住
所
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
（
前
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
）。

●【
転
出
者
】
竹
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
り
、
転
出
先
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
。

●
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方
。

 

投
票
時
間
・
投
票
所

●
投
票
時
間
は
各
投
票
所
と
も
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
日
は
入
場
整
理
券
に
書
か
れ
て
い
る

投
票
所
で
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

 
　
そ
の
他
の
投
票
所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
投
票
所

竹
　
田
　
竹
田
分
館

岡
　
本
　
岡
本
分
館

明
　
治
　
明
治
分
館

豊
　
岡
　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

城
　
原
　
城
原
地
区
館

宮
　
城
　
宮
城
分
館

玉
　
来
　
玉
来
分
館

松
　
本
　
松
本
分
館

菅
　
生
　
菅
生
分
館

入
　
田
　
入
田
分
館

嫗
　
岳
　
嫗
岳
分
館

宮
　
砥
　
宮
砥
分
館

片
ケ
瀬
　
片
ケ
瀬
集
会
所

荻
　
　
　
荻
公
民
館

柏
　
原
　
柏
原
公
民
館

久
　
住
　
久
住
公
民
館

白
　
丹
　
白
丹
公
民
館

都
　
野
　
都
野
公
民
館

直
　
入
　
直
入
支
所
大
会
議
室

下
竹
田
　
旧
下
竹
田
小
学
校

 

入
場
整
理
券

●
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票

所
で
再
発
行
が
で
き
ま
す
。

 

投
票
の
方
法

●
投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
大
分
県
選
出
議

員
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
次
に
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

●
大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
、
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

●
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、
候
補
者
の

広報たけた  令和元年７月号 10



７月21日㈰は参議院選挙の投票日です

※

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請
に
つ

い
て
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
投
票
等
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
、
竹
田

市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線 

３
６
０
・
３
３
０
）

☎
63-

４
８
１
４
（
直
通
）

氏
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず
れ
か
を
書
い

て
投
票
し
ま
す
。

 

代
理
投
票
・
点
字
投
票

●
け
が
や
身
体
の
障
が
い
な
ど
で
字
を
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
に
よ
る
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
。
目
が
不
自
由
な
方
は
点

字
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

 

期
日
前
投
票

　
７
月
21

日
㈰
の
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
等
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
は
期
日
前
投
票
所

に
も
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
入
場
整
理
券
に

添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
記
入
で
き

ま
す
。

 

不
在
者
投
票

●
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
し

て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
・
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
病
院
・
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
仕
事
や
旅
行
等
の
た
め
、
投
票
所
及
び
期

日
前
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、
滞
在
先

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
に
期
日
を
要
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

郵
便
等
投
票

●
重
度
の
身
体
障
が
い
等
（
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
両

下
肢
の
障
が
い
の
程
度
が
１
〜
２
級
の
方

や
介
護
保
険
の
要
介
護
５
の
方
等
）
で
、

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
自
宅
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
に
は
請
求
書
を
郵

送
し
ま
す
。

お
ん
せ
ん
県 

沸
か
す
あ
な
た
の 

そ
の
一
票

●開設期間

※期日前投票所の開設期間中は、どこでも投票できます。

期日前投票所の場所

竹田市役所本庁３階会議室

午前８時30分 

～

午後８時

7月5日㈮
～７月 20 日㈯

7月13日㈯
～７月20日㈯

荻総合福祉健康センター会議室

久住支所１階ホール

直入支所大会議室

期日前投票所の開設期間 投票時間

2019年７月発行11



たけたんトピックス

よい歯のコンクール

羽田野さん、工藤さん親子が最優秀賞

↑親と子の部で最優秀賞を受賞した

工藤明美さん・知歩ちゃん親子
↑高齢者の部の最優秀賞、

羽田野靜子さん

　６月６日、「令和元年度よい歯のコンクール」が開催され、高齢者

の部では羽田野靜子さん（81歳・笹尾）、親と子の部では工藤明美

さん（40歳・牧）・知歩ちゃん（４歳）親子が最優秀賞に輝きました。

　コンクールには昨年度の３歳児歯科検診で虫歯のなかった子ども

とその保護者４組と、80歳以上の方で自分の歯を20本以上保持し

ている高齢者４人が参加。

　最優秀賞の羽田野さんは市代表として県大会に出場し、優良賞を

受賞。工藤さん親子は７月13日に行われる県大会に出場します。

　６
月
６
日
、
南
部
小
学
校
（
三
河

広
校
長
）
の
児
童
が
、
別
府
市
の
国

立
別
府
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
工

藤
裕
司
所
長
）
に
ホ
タ
ル
を
贈
る
「
第

54
回
ほ
た
る
お
く
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
施
設
を
訪
れ
た
６
年
生
32
人
は
ホ

タ
ル
約
４
０
０
匹
と
似
顔
絵
の
作
品

を
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
贈
呈
。
加

来
航
志
郎
児
童
会
長
は
「
今
日
ま
で

『
ほ
た
る
お
く
り
』
の
歴
史
や
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
、
ホ
タ
ル
の
生
態
を
調

べ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
光
を
見
て
、

心
が
和
ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
を
代
表
し
て
永
谷
定
さ
ん
が

「
皆
さ
ん
は
日
々
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

も
障
が
い
と
向
き
合
い
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
時
間
の

許
す
限
り
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深

め
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
施
設
の
利
用
者
28
人

に
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
や
合
唱
を
披
露

し
、
車
い
す
の
操
作
体
験
や
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
作
り
を
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
６
月
８
日
に
は
竹
田
小
学
校
（
畑

山
誠
二
校
長
）
の
６
年
生
35
人
が
大

分
市
の
障
害
児
入
所
施
設
「
清
明
あ

け
ぼ
の
学
園
」（
関
谷
眞
佐
子
園
長
）

を
訪
問
し
、
ホ
タ
ル
３
１
７
匹
を
贈

り
ま
し
た
。

　 

「
友
情
の
蛍
」
と
名
付
け
ら
れ
た

ホ
タ
ル
が
紡
ぐ
友
情
と
絆

菅 謹一郎さんが

消防庁長官表彰を受賞

和
田
兄
弟
が
全
国
へ

南
部
小
学
校
と
竹
田
小
学
校
が
ほ
た
る
お
く
り

↑ホタルの入ったカゴや手作りの作品を手渡す南部小の児童ら

↑ホタルを鑑賞する竹田小と清明あけぼの学園の児童たち

↑全国大会に出場する和田響矢くん

（右）と有叶くん兄弟

　６月３日に開催された「全国危険

物安全大会」で、竹田市危険物安全

協会会長の菅謹一郎さん（78歳・拝

田原）が、危険物保安功労者として

「平成31年度消防庁長官表彰」を受

賞しました。

こ
の
行
事
は
今
年
で
67
回
目
。
受
け

渡
し
式
で
は
、
渡
部
恵
梨
菜
さ
ん
が

「『
ホ
タ
ル
を
見
せ
、
学
園
の
子
ど
も

た
ち
を
笑
顔
に
し
た
い
』
と
い
う
ほ

た
る
お
く
り
を
始
め
た
当
時
の
人
の

温
か
な
心
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、

皆
さ
ん
と
の
友
情
と
絆
を
深
め
た

い
」 

と
あ
い
さ
つ
。

　
学
園
を
代
表
し
て
高
等
部
３
年
の

宮
成
エ
ル
ミ
さ
ん
が
、「
た
く
さ
ん
の

ホ
タ
ル
を
持
っ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
竹
田
小
学
校

の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
思
い
出
を
作
り

た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

　
贈
ら
れ
た
ホ
タ
ル
は
学
園
で
飼
育

し
な
が
ら
、
産
卵
・
孵
化
を
目
指
し

ま
す
。
孵
化
し
た
幼
虫
は
７
月
20
日

に
「
蛍
の
里
帰
り
」
と
し
て
竹
田
小

学
校
に
届
け
ら
れ
、
校
区
の
川
に
放

流
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
７
月
27
日
に
長
野
県
松
本
市
で
開

催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
12
回
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大

会
」
に
、
和
田
響
矢
く
ん
（
竹
田
小

５
年
）
と
有
叶
く
ん
（
同
２
年
）
が

出
場
し
ま
す
。

　
５
月
に
行
わ
れ
た
西
日
本
地
区
予

選
で
、
響
矢
く
ん
は
２
位
、
有
叶
く

ん
は
３
位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

かん　 きん いち ろう

あ
る  

と

は　 だ　 の　しず　こ く   どう あけ   み

ち　ほ

お
と  

や

な
が
た
に
さ
だ
む

く 

こ
う  

し  

ろ
う

わ
た
な
べ  

え
　
り
　
な

み
や
な
り

か
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

休日及び夜間の在宅当番医院

7月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-2270

63-2083

76-0008

63-3387

75-2222

64-7777

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

63-2016

63-2304

63-3241

64-7777

63-3241

63-2083

佐藤医院

竹田診療所

竹田クリニック

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

秦医院

柚須医院

加藤病院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

道全内科

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

須小耳鼻咽喉科

伊藤医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

柚須医院

くどう循環器科・内科

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

志賀内科

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

７／ ７㈰

７／14㈰

７／15㈪

７／21㈰

７／28㈰

８／ ４㈰

竹下歯科医院

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

長湯ごとう歯科 

久住加藤医院　歯科診療部

☎62-2662

☎76-0024

☎75-3001

☎68-3263

☎75-3001

☎76-0008

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

７／ ６㈯

７／ ７㈰

７／13㈯

７／14㈰

７／15㈪

７／20㈯

７／21㈰

７／27㈯

７／28㈰

８／ ３㈯

８／ ４㈰

↑山菜料理に腕をふるう「男のクッキング」の皆さん

　
「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
は
昔
の

こ
と
、
今
は
男
性
も
台
所
に
立
っ
て

料
理
を
す
る
の
が
カ
ッ
コ
イ
イ
と
い

う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
実
践
し
て

い
る
組
織
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
大
福
会
（
竹
田
が
中
心
・
全
地

域
）、
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
（
荻
）、
い

ち
ご
の
会
（
久
住
）、
男
性
料
理
友

の
会
（
直
入
）
と
各
地
域
に
会
が
あ

り
、
男
性
料
理
教
室
を
修
了
し
た
Ｏ

Ｂ
を
中
心
に
、
料
理
を
学
ぼ
う
と
い

う
方
々
が
定
期
的
に
集
い
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
将
来
に
備
え
て
と
参
加

を
決
め
た
方
も
、
今
で
は
美
味
し
い

ご
飯
を
自
分
で
作
る
こ
と
や
健
康
を

考
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
皆
と
調
理
し
な
が

ら
の
楽
し
い
会
話
や
研
修
等
を
通
し

て
、
今
で
は
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が

い
の
一
つ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
は
各
会
で
の
学
習
会
の

ほ
か
、「
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
全

地
域
か
ら
集
い
、
伝
統
の
甘
酒
を

使
っ
た
寒
天
を
来
場
者
に
ふ
る
ま
い

ま
し
た
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
会
も
あ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
頼
り
に
さ
れ
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い

よ
う
で
す
。

　
市
が
隔
年
で
開
催
し
て
い
る
６
回

の
教
室
は
来
年
度
開
催
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
や
地
区
ご
と
に
開

催
し
て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
教
室
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
保
険
健
康
課
　
☎
63-

４
８
１
０

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

68-2005

62-4014

64-9000

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

63-2246

63-2016

63-2338

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

63-2270

第９回　男性の食の自立と楽しみを！

男性料理OB会

市民が主役！

健康一直線
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

公益財団法人大分県市町村振興協会

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（南部幼稚園）

・参議院選挙期日前投票（～20日）（荻総合

福祉健康センター・久住支所・直入支所）

・新しい地域ささえ愛フォーラムin竹田第
５弾 9:00-12:00（竹田市総合社会福祉

センター）

・たけのこ文庫のおはなし会 15:00-15:30

（竹田市立図書館）

・グランツ映画館“玉洗劇場”「ゆずりは」 
18:10開場 18:30開演（グランツたけた）

☎63-4837（グランツたけた）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市場）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・全国炭酸泉シンポジウム2019 
16:00～（直入公民館）※入場

無料、要予約（定員150人）

  ☎63-4807（商工観光課）

・参議院選挙期日前投票（～20

日）（竹田市役所本庁）

・第７回竹田市農業委員会総会 
13:30～（市役所本庁２階庁

議室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・第13回竹田市畜産共進会直入地域予選

会 9:00～開会式（直入畜産審査棟）

・３歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社

会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）

※要予約（前日午前中まで）☎63-3346
（竹田市心の相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの会」 

19:00-21:30（みんなのいえカラフル） 

☎090-5470-8998（山口）

・「7.12竹田市防災の日」講演
会 11:00～（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・大分県司法書士会豊肥支部「司法
書士無料法律相談」9:00-12:00

（竹田分館）☎63-3155（渡部定男

司法書士事務所）

・ブルーフェニックスジャズオーケスト
ラ「Summer Live in HANAMIZUKI」 
18:00開場 18:30開演（竹田温泉花

水木１階）※入場料500円 ☎090-
1519-5903（小出）

・第39回日本一炭酸泉まつり「少年
柔道大会」8:30～、「少年剣道大
会」9:00～（竹田市直入B&G海洋

センター体育館）

・「土地家屋調査士の日」無料相談 
10:00-15:00（グランツたけた）☎
097-532-7709（大分県土地家屋

調査士会）☎0974-22-6332（同

会豊肥支部）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・令和元年度竹田市戦没者追悼式 10:00-12:00

（竹田市総合社会福祉センター）

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥

振興局）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン

ター）※要予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健

所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

　 こ よ み ７月

地区巡回健診を受けましょう
月　日 場　　所

※受付時間は午前８時～10時

問保険健康課　☎63-4810

７
月
７
日
㈰
に
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
竹
田
市
民
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
広
報
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

７月17日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。
【竹田】
・５日・19日㈮ 13:00-15:00

　みんなのいえカラフル

【荻】
・９日・23日㈫ 13:00-15:00

　荻「しらみず」

【久住】
・９日㈫・25日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】
・12日・★26日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・４日 ・11日㈭ 13:00-15:00 

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・10日㈬ 13:00-15:00 入田分館

・17日㈬ 13:00-15:00 宮砥分館

・23日㈫ 13:00-15:00 あ祖母学舎

【都野】
・11日・25日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

★は大分県認知症疾患医療セン

ターによる認知症予防講座、も

の忘れ相談会を開催します。

７月２日

７月４日

７月５日

７月９日

７月21日

７月22日

㈫

㈭

㈮

㈫

㈰

㈪

白丹公民館

都野公民館（宮処原のみ）

都野公民館

久住公民館

直入公民館

城原小学校

　戦没者の慰霊と遺族への慰藉を

行うとともに、世界の恒久平和を願う

「竹田市戦没者追悼式」を行います。

　ご遺族、関係者の方はご参列く

ださい。

日時　７月25日㈭　午前10時～

場所　竹田市総合社会福祉セン

ター多目的ホール

問社会福祉課管理係　☎63-4811

　どなたでも自由に受講できま

すので、お気軽にご参加ください。

日時　７月24日㈬   午後３時～

場所　竹田市役所３階会議室

内容　同和問題の解決に向けて

講師　大分県人権問題講師団

　　　渡邊 久洋さん

問生涯学習課　☎63-4817

令和元年度竹田市戦没者追悼式

　ただいま、走行中のバス車内での事故を防止するため、「車内事故

防止キャンペーン」を実施しています。

　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合があります。お

降りの際は、バスが停留所に着いて扉が開いてから席をお立ち願います。

　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ず急ブレーキを

掛ける場合があります。満席のため、お立ちになってご利用いただく場

合には、吊革や握り棒にしっかりおつかまりください。

　バスの車内事故防止に皆様のご理解とご協力をお願いします。

一般社団法人大分県バス協会

バスの車内事故防止についてのお願い人権学習学級

広報たけた  令和元年７月号 14



竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

・グランツたけた休館日・第22回久住高原の唄日本一大会
8:30～（久住公民館くじゅうサンホー

ル）☎76-1116（久住高原の唄日本

一大会実行委員会事務局）

・第16回久住少年剣道大会 9:00～

開会式（久住総合運動公園体育館）

・第69回「社会を明るくする運動」竹
田市民大会 10:00～（竹田市総合

社会福祉センター）

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市直入B&G海洋センター体

育館）☎75-3688（温泉利用相

談室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・おおいた夏の事故ゼロ運動
（～19日）

・長湯温泉療養文化館「御前
湯」休館日

・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-

15:00（竹田市高齢者いきいき

交流センター）☎097-552-1211
（日本年金機構大分年金事務所）

・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「岳麓寺
から入山公廟までの原野を歩く」 8:00までに市
役所駐車場集合 ※参加費1000円 ☎62-4100

（竹田創生館）
・第14回竹田市とうきびフェスタ in 菅生 8:30-

15:00（道の駅すごう）※スイートコーン直売・
収穫体験ほか

・第34回入田名水祭り・河川プール開き 9:30～神
事 10:00～開会式（入田・中島公園周辺）

・グランツ映画館“玉洗劇場”「ゆずりは」10:00、
13:30上映（２回上映・各回20分前開場）（グラ
ンツたけた）☎63-4837（グランツたけた）

・グランツ由学館vol.2「竹田の湧き水でパンを作
ろう！」10:00～（グランツたけた）☎63-4837

（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市直入B&G海洋センター体

育館）☎75-3688（温泉利用相

談室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第13回竹田市畜産共進会竹

田地域予選会 9:30～開会式

（豊後豊肥家畜市場）

・９～10か月児健診 13:15～受

付（竹田市総合社会福祉セン

ター）

・第13回竹田市畜産共進会久住

地域予選会 9:00～開会式（久住

家畜総合センター）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹

田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・グランツたけた休館日
・第39回日本一炭酸泉まつり
「ゲートボール大会」8:30～

（直入総合運動公園） ☎75-
2211（直入支所地域振興課）

・第39回日本一炭酸泉まつり「グラウ
ンドゴルフ・ゲートボール大会・エノ
ハつかみ取り・水中宝探し大会・神
楽・神輿・ニーボード無料体験等」
☎75-2211（直入支所地域振興課）

・第43回大分県マンドリンフェスティ
バル 13:00開場 13:30開演（グラン

ツたけた）※入場無料 ☎090-1344-
5497（大分県マンドリン連盟・陣内）

・第５回子育てフェスタby夢苞 
9:00-12:30（竹田市総合社会福

祉センター）

・第22回夏休みとしょかんまつり
13:30-15:30（グランツたけた）

・グランツたけた休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市場）

・参議院選挙投・開票日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談  13:30-15:30（竹

田市総合社会福祉センター）※要

予約（前日午前中まで）☎63-3346
（竹田市心の相談支援事業所）

・【納期限】市県民税（全納・１

期）、国民健康保険税（３期）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・陽目の里「名水茶屋」休業日・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談  13:30-15:30（直

入支所）※要予約（前日午前中ま

で）☎63-3346（竹田市心の相談

支援事業所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

 ８月上旬の主な予定　　　　　　　　　　　 ※６月24日現在

１日㈭ ・台湾と大分 うたの架け橋ジョイントコンサートinたけ
た 17:30開場、18:00開演（グランツたけた）☎63-4837
（グランツたけた）

３日㈯ ・グランツ由学館vol.3「暗室で現像体験！ピンホールカ
メラで遊ぼう！」10:00～（グランツたけた）☎63-4837
（グランツたけた）

　　　 ・第27回ナイター陸上「2019ドリーム・ゲームスinお
ぎ」16:30～開会式（荻小学校運動場）

４日㈰ ・第15回市民球技大会（竹田市総合運動公園ほか会場）

月
間
・
そ
の
他

○青少年の非行問題に取り組む全

国強調月間　

○社会を明るくする運動強調月間

○「愛の血液助け合い運動」月間

○夏の省エネキャンペーン

　（～９/30）

○薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」

　普及運動（～７/19）

日
㈰
に
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
竹
田
市
民
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
広
報
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強
調
月
間
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

・【納期限】固定資産税（２期）、

国 民 健 康 保 険 税（全 納・４

期）、介護保険料・後期高齢

者医療保険料（１期）

・オペラシアターこんにゃく座
「ロはロボットのロ」 18:00開場 

18:30開演（グランツたけた）

☎63-4837（グランツたけた）

海の日

　木工工作や押し花教室、魚釣り

ゲームなど楽しい催しがいっぱい。

小学生までの子どもとご家族、地域

の方など、ぜひお気軽にお越しくだ

さい。

日時　７月15日㈪　午前９時～

場所　竹田市総合社会福祉センター

問竹田こねこクラブ　☎63-1186
　南部こじかクラブ　☎63-1104

第５回子育てフェスタby夢苞

剣道なつフェス　初心者大歓迎・参加無料!!
　みんなで剣道体験。汗をかいたあとはかき氷を食べよう！

日時　７月21日㈰   午前９時30分～11時30分

場所　竹田市体育センター（グランツたけた隣）

問竹田市剣道連盟・塩手　☎090-7150-6352（18:00～19:00の間）

ゆめっと
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国
民
年
金
を
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納

付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
度
分
（
令
和
元
年
７
月

分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま
で
）
の

免
除
等
の
受
付
は
７
月
１
日
㈪
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
に
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
、「
虹
色
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
「
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

で
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

場
所　

障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
ま
な
み
（
竹
田
市
大
字
飛
田

川
２
６
８
３
番
地
）

活
動
日　

７
月
22
日
㈪
～
８
月
２
日

㈮
の
希
望
す
る
日
（
土
日
は
除
く
）

活
動
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
頃

事
前
研
修　

７
月
18
日
㈭　

午
後
６

時
～
８
時
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室
）

募
集
期
限　

７
月
８
日
㈪

■申
・
問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　

☎
63

－

４
８
１
１

　

福
祉
の
仕
事
を
め
ざ
す
方
を
対
象

に
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
60
事
業
所
が
参
加
予
定
。
申
し
込

み
は
不
要
で
、
参
加
無
料
、
入
退
場

自
由
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
～

４
時

会
場　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
明
野
東
３

－

４

－

１
）

内
容　

就
職
面
談
、
各
種
相
談
ほ
か

（
無
料
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

問 

大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
大

分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

内
）　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

７
０
０
０

　

大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
職
場
の
雰
囲
気

や
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間　

令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
ま
で

年
　
金

国
民
年
金
の
「
保
険
料
免
除
・

猶
予
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

福
　
祉

虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

合
同
事
業
所
説
明
会

２
０
１
９
夏 

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

7 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

ペットボトルごみ、ごみ袋に入れる前に

キャップとラベルを外していますか？

  「家庭ごみ収集日程表」

  広告掲載事業者を募集しています

　８月以降、分別されていないペットボトル

ごみは一切収集しませんので、キャップとラ

ベルは必ず外すようにお願いします。

　外したキャップとラベルは廃プラごみ（水

色袋）で出してください。※首のリングはつ

いたままでよいです。

　令和２年度「家庭ごみ収集日程表」に広告

を掲載する事業者を募集しています。市内に

事業所のある法人であれば掲載が可能です。

　希望する事業者は市民課までお問い合わ

せください。

問 市民課環境衛生係　☎63-4821

↑この広告枠に広告を掲載します。

●免除が承認された場合の免除額と国民年金保険料

　（令和元年度の月額16,410円）

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

免　除　額 16,410円 12,310円 8,200円 4,100円

国民年金保険料 0円 4,100円
※

8,210円
※

12,310円
※

※ 免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は

未納扱いとなるのでご注意ください。

問 日本年金機構大分年金事務所　☎097-552-1211 

広報たけた  令和元年７月号 16



たけたんインフォ

の
間
の
概
ね
１
～
３
日
間
（
申
込
者

の
希
望
を
尊
重
）

場
所　

県
内
の
福
祉
・
介
護
施
設

（
２
６
０
施
設
）

申
込
方
法　

市
社
会
福
祉
課
や
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
体
験
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

７
０
０
０

FAX
０
９
７

－

５
５
２

－

７
０
０
２

相
談
会

　

県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
関
わ

る
巡
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場　

竹
田
市
教
育
委
員
会
（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
成
人
及
び
そ
の
保
護

者
や
関
係
者
（
保
育
士
・
教
員
等
）

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
保

育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

希
望
者
は
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
☎
63

－

４
８
３
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
相
談
票

を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
高
校
生
以
上
の
方
は
盲
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
２
日
㈮

問 

大
分
県
立
盲
学
校　

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
８

　

「
休
火
山
塾
」
は
県
の
委
託
を
受

け
、
中
途
失
明
者
を
対
象
と
し
た
社

会
生
活
適
応
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
毎
月

１
回
集
ま
り
、
日
常
生
活
の
楽
し
み

方
や
生
活
動
作
の
練
習
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
家
に
こ
も
ら
ず
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所　

桑
畑
鍼
灸
治
療
院
内
（
直
入

町
長
湯
桑
畑
バ
ス
停
前
）

参
加
料　

無
料

問 

「
休
火
山
塾
」
竹
田
教
室　

☎
75

－

２
６
１
２
（
吉
野
英
明
）
　

※
平
日
の
午
後
１
時
～
５
時
の
間
、

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
コ
ス
モ
ス
の
会
」
は
、
不
登
校
の

子
ど
も
を
持
つ
同
じ
立
場
の
親
た
ち

が
気
持
ち
を
共
有
し
な
が
ら
、
不
登

校
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
会
で
す
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
だ
け
で
は
な

く
、
発
達
障
が
い
や
子
育
て
等
で
悩

む
方
、
教
職
員
や
支
援
者
、
個
人
等

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
18
日
㈭　

午
後
７
時
～

９
時
30
分 

※
毎
月
第
３
木
曜
日
に

開
催

場
所　

み
ん
な
の
い
え
「
カ
ラ
フ
ル
」

参
加
費　

無
料

問 

コ
ス
モ
ス
の
会　

☎
０
９
０

－

５
４

７
０

－

８
９
９
８
（
山
口
）

介
護
保
険

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈬
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
引
き

続
き
認
定
を
受
け
る
方
は
、
７
月
31

日
㈬
ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
書
類

・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

・
被
保
険
者
本
人
と
配
偶
者
の
通
帳

の
写
し
な
ど
資
産
を
証
明
す
る
書
類

・
被
保
険
者
本
人
と
配
偶
者
の
印
鑑

（
同
意
書
欄
の
記
入
の
際
に
必
要
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
？

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
等
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活

介
護
等
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
な
ど
に
交

付
さ
れ
る
認
定
証
で
、
課
税
状
況
や

年
金
収
入
、
預
貯
金
等
に
よ
っ
て
食

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
訓
練
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

不
登
校
を
考
え
る
親
の
会

「
コ
ス
モ
ス
の
会
」

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
更
新
申
請

中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

第
３
次
購
入
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

旧
竹
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地

で
造
成
中
の
住
宅
団
地
「
中
九
州

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」で
は
、
戸
建
住
宅
ゾ
ー

ン
の
第
３
次
購
入
希
望
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

９
月
末
の
完
成
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
全
33
区
画
の
う
ち
、
17
区

画
に
ご
予
約
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
九
州
横
断
道
路
竹
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
車
で
約
１
分
の
好
位
置

に
あ
り
、
便
利
さ
と
自
然
の
豊
か
さ

を
併
せ
持
つ
「
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

を
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

８
月
30
日
㈮
ま
で　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　

竹
田
市
役
所
２
階　

建

設
課

※
郵
便
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
よ
る

申
込
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者

①
個
人
（
１
名
に
つ
き
１
区
画
の
み
）

②
竹
田
市
内
建
設
関
連
業
者
（
１
社

最
大
３
区
画
ま
で
）

③
市
外
建
設
関
連
業
者
（
１
社
最
大

２
区
画
ま
で
）※

お
得
な
住
宅
取
得
助

成
金
（
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
未ゆ

め来
応
援
助
成
金

（
最
大
60
万
円
）、
竹
田

市
定
住
促
進
住
宅
取
得

事
業
補
助
金
（
最
大
１

０
０
万
円
））
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
交
付
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

建
設
課　

☎
63

－

１
１

１
１
（
内
線
２
４
２
）
／

竹
田
市
土
地
開
発
公
社 

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線

２
５
６
）
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
利
用
者

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問 
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
63

－

４
８
０
９

消
費
者
行
政

　

「
看
板
に
「
24
時
間
最
大
○
○
円
」

と
書
い
て
あ
る
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

に
駐
車
し
、
約
10
時
間
後
に
精
算
し

た
ら
高
額
な
料
金
が
表
示
さ
れ
た
。

よ
く
見
る
と
区
画
に
よ
っ
て
は
割
引

が
さ
れ
な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、

料
金
表
示
が
分
か
り
に
く
く
、
思
っ

て
い
た
以
上
の
料
金
を
請
求
さ
れ

た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

看
板
に
書
い
て
あ
る
大
き
な
表
示

だ
け
で
な
く
、
入
り
口
付
近
や
精
算

機
付
近
の
詳
細
案
内
に
も
目
を
通

し
、
入
庫
前
に
利
用
料
金
や
そ
の
他

利
用
条
件
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
24
時
間
最
大
料
金
は
、
多
く
は

千
円
～
２
千
円
程
度
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
適
用
に
は
回
数
や

場
所
、
時
間
帯
等
に
細
か
い
条
件
が

付
い
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
注
意
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
年
末
年
始
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
な
ど
の
混
雑
時
は
特
別
料
金

だ
っ
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。「
特
別
料
金
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
か
」「
最
大
料
金
の
適
用
外

で
な
い
か
」
等
も
事
前
に
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）　

☎
63

－

４
８
３
４　

※
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
曜

の
平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生

活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ

ネ
ス
）
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

試
　
験

 

研
究
員 

職
種　

電
気
・
機
械
・
デ
ザ
イ
ン
・

化
学

第
１
次
選
考
日　

９
月
１
日
㈰

申
込
期
間　

８
月
２
日
㈮
ま
で

※
受
験
資
格
や
選
考
方
法
等
の
詳
細

は
、
県
庁
受
付
で
配
布
の
選
考
要
領

ま
た
は
大
分
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
・
問 

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

公
務
員
課
任
用
給
与
班　

☎
０
９

７

－

５
０
６

－

５
２
２
２

　

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

生
、
航
空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
女

※
航
空
学
生
に
つ
い
て
は
、
航
空
自

衛
隊
が
高
卒
（
見
込
み
）
18
歳
以
上

21
歳
未
満
、
海
上
自
衛
隊
が
高
卒

（
見
込
み
）
18
歳
以
上
23
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６

日
㈮

※
男
女
の
自
衛
官
候
補
生
は
随
時

試
験
日
・
会
場　

一
般
曹
候
補
生

及
び
自
衛
官
候
補
生
は
９
月
21
日

㈯
に
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
航
空
学
生
は
９
月
16
日
㈪

に
大
分
市
内

問 
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　

☎
63

－

３
３
２
０

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の

表
示
に
は
注
意
を

令
和
元
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考

令
和
元
年
度　

自
衛
官
募
集

市が保有している土地・建物を

一般競争入札で売却します　　

番
号

物件名 所在地 地目・用途 数量・実測

②
久住警察官
駐在所
隣接市有地

竹田市久住町大字久住字本町
6145番２

土地（宅地） 259.22㎡

③
久住校
旧大船寮

竹田市久住町大字栢木字久保
5802番10

土地（宅地）
建物

1,105.61㎡
延床530.71㎡

入札日時　７月24日㈬　物件②は午前９時 ～、物件③は午前10時～

入札場所　竹田市役所本庁舎２階会議室

参加方法　 事前に財政課市有財産経営管理室にお申し込みください。

受付期間　７月12日㈮　午後５時まで

※現地説明会は設定していませんが、物件③に限り物件確認は

　事前連絡により受け付けます。

※市税等を滞納している方等は入札に参加できません。

■申・問 財政課市有財産経営管理室　☎63-1111（内線233）
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たけたんインフォ

　募集締切　いずれも７月31日㈬　　申込方法　大分県豊肥振興局林業・木材・椎茸班で受講申込書に記入し提出してください。

　■申・問 大分県豊肥振興局林業・木材・椎茸班（竹田市大字竹田字山手1501-2）　☎63-1174

　

海
上
保
安
庁
の
一
般
職
員
を
養
成

す
る
海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

試
験
日　

９
月
22
日
㈰

申
込
締
切　

７
月
25
日
㈭

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
海
上
保

安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

大
分
海
上
保
安
部
管
理
課　

☎
０
９
７

－

５
２
１

－

０
１
１
２

狩
猟
免
許

　

猪
、
鹿
、
狸
等
を
狩
猟
・
捕
獲
す

る
方
は
、
狩
猟
免
許
及
び
捕
獲
許
可

が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
手
数
料
が

無
料
で
す
。

試
験
日　

第
１
種
・
第
２
種
銃
猟
は

８
月
17
日
㈯
、
網
猟
・
わ
な
猟
は
８

月
18
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
（
豊

肥
振
興
局
）
３
階
大
会
議
室

受
付
期
間　

７
月
23
日
㈫
～
８
月
７

日
㈬

　

申
請
書
の
提
出
日
前
１
年
以
内

に
、
県
内
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

し
た
方
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
手

数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
28
年
度
に
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
方

更
新
検
査
日
・
会
場

９
月
４
日
㈬　

直
入
公
民
館

９
月
５
日
㈭　

豊
後
大
野
市
神
楽
会

館
（
清
川
町
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
振
興
局
森
林

管
理
班　

☎
63

－

１
１
７
４

講
　
習

　

防
火
管
理
講
習
と
は
、
消
防
法
で

定
め
ら
れ
た
「
防
火
管
理
」
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
で
、
建
物

内
の
防
火
に
必
要
な
知
識
・
技
術
・

対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

講
習
で
す
。
取
得
さ
れ
た
資
格
は
全

国
で
有
効
で
す
。

期
日　

８
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

会
場　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後

大
野
市
三
重
町
内
田
８
７
８
番
地
）

受
付
期
間　

７
月
16
日
㈫
～
22
日
㈪

受
講
料　

７
５
０
０
円

定
員　

50
人

受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
講
習
会
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

■申
・
問 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12

－
10 

昭
栄

ビ
ル
４
階
）　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３

１
２
５　

FAX
０
９
７

－

５
３
７

－

３
１

３
９

日
時　

８
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

会
員
９
１
８
０
円
（
会
員

外
１
１
８
８
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代

１
０
８
０
円

日
時　

８
月
23
日
㈮　

午
前
８
時
45

分
～
午
後
６
時
20
分
／
８
月
26
日

㈪
～
29
日
㈭　

午
前
８
時
10
分
～
午

後
４
時
50
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

ほ
か

受
講
料　

普
通
免
許
所
持
者
３
１
３

２
０
円
、
大
特
免
許
所
持
者
１
６
２

０
０
円
と
テ
キ
ス
ト
代
１
３
４
０
円

募
集
人
数　

30
人

■申
・
問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５　

FAX
０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

海
上
保
安
学
校 

学
生
採
用
試
験

狩
猟
免
許
試
験

狩
猟
免
許
更
新

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ア
ー
ク
溶
接
等
特
別
教
育

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

　原木しいたけ生産への就農を支援するため、習熟
度に応じた２つの研修を開催します。

①栽培基礎研修
　研修会（講義及び簡単な実技）を通して、しいた
け栽培の基礎を学ぶ研修です。
対象者　しいたけ生産への就農を目指している方、
就農間もない方
※「就農」とは、専業・兼業問わず、生産したしい
たけを市場等に出荷することを指します。
研修場所　農林水産研究指導センター林業研修部き
のこグループ（豊後大野市三重町）
開催時期　９月～３月の日曜日（年４回）
募集人員　40人

②生産現場通型研修
　実際の生産現場に通い、生産者から直接、技術指
導を受ける実践研修です。
開催場所　研修生近隣の優良生産者の生産現場
開催時期　10月～３月の最大12日間
※詳細は受入生産者と協議して決定
募集人員　５人（希望者多数の場合は選考）

①たけのこ生産竹林楽校
　竹の活用や竹林の管理、たけのこ生産について学びません
か？荒廃した竹林を再生し、たけのこの生産など有効に活用し
たいと考えている方を募集します。
募集人員　40人（希望者多数の場合は選考）
研修内容　たけのこの生産・流通、竹林管理の知識・技術習
得、先進地の視察等
研修場所　大分県日出町、 福岡県八女市立花町等
研修日　10月中旬、２月下旬、３月下旬（計３回）
※内容・場所・研修日は講師の都合や天候等により変更するこ
とがあります。研修は現地集合です。

②竹林楽校通型研修
　伐竹作業の新たな担い手を養成するため、「竹林楽校通型研
修」の受講生を募集します。
募集人員　４人（伐竹作業をこれから開始または既に実施して
いる方）
研修内容　生産現場で受入生産者から直接実技指導を受ける実
践研修
研修場所　優良生産者の生産現場等
研修日　10月～３月で数回
※内容・場所・研修日は受講生と受入生産者とで協議して決定。
費用　①・②とも受講料無料。研修場所までの交通費は各自で
負担。材料費については一部負担していただくこともあります。

  

研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す 

しいたけ栽培 たけのこ生産
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

訓
練
期
間　

９
月
３
日
㈫
～
２
０
２

０
年
２
月
28
日
㈮

募
集
期
間　

７
月
24
日
㈬
ま
で

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
７
月
23
日
㈫
に
行
い
ま

す
。

■申
・
問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３

－

１
）　

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

進
学
を
検
討
中
の
生
徒
や
そ
の
保

護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
在

校
生
プ
レ
ゼ
ン
型
の
講
義
説
明
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
入
学
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
な
ど
直
接
先
輩
に
質
問
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

（
中
津
市
東
浜
４
０
７

－

27
）

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要

問 

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校　

☎
０
９
７
９

－

23

－

５
５
０
０　

FAX
０
９
７
９

－

23

－

７
０
０
１

　

看
護
技
術
の
体
験
や
在
校
生
と
の

交
流
な
ど
、
豊
西
准
看
護
学
院
を
体

験
で
き
る
１
日
で
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
～

３
時

会
場　

豊
西
准
看
護
学
院
（
豊
後
大

野
市
緒
方
町
下
自
在
１
３
７

－
１
）

問 

豊
後
大
野
市
竹
田
市
医
師
会
共

立
豊
西
准
看
護
学
院　

☎
０
９
７

４

－

42

－

２
４
３
２

援
護
事
業

　

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で

は
県
の
補
助
を
受
け
、
自
死
遺
児

（
自
殺
に
よ
り
親
権
者
を
失
っ
た
児

童
生
徒
）
を
対
象
に
、
入
学
・
卒
業

祝
い
や
修
学
旅
行
費
補
助
な
ど
の
援

護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
や
提
出
書
類
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
０
８
０

作
品
募
集

応
募
資
格　

県
内
の
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般

応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
Ａ
４
）
に
縦
書
き

※
実
施
要
項
と
応
募
用
紙
は
竹
田
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
作
品
の
送
り
先

〒
８
７
８

－

０
０
１
３　

竹
田
市
大

字
竹
田
１
７
３
５
番
地　

佐
藤
義
美

記
念
館

募
集
締
切　

９
月
30
日
㈪
※
消
印
有

効

問 

生
涯
学
習
課　

☎
63

－

４
８
１
７

／
佐
藤
義
美
記
念
館　

☎
63

－

２
６

５
０

お
知
ら
せ

　

「
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
７
月
１
日

㈪
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
及
び
支
所
、

公
民
館
・
体
育
施
設
等
の
敷
地
内
が

原
則
と
し
て
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
に
よ
っ
て
は
特
定
屋
外
喫
煙

場
所
を
設
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
各
施
設
管
理
者
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問 
総
務
課　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内

線
２
１
７
・
２
１
８
）

公
共
職
業
訓
練 

９
月
受
講
生

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

豊
西
准
看
護
学
院

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

自
死
遺
児
救
済
援
護
事
業

第
31
回
「
佐
藤
義
美
賞
」

竹
田
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

７
月
１
日
か
ら
敷
地
内
が
禁
煙
と
な
り
ま
す

地元で働いてみませんか？ふるさと求人情報

①レストラン厨房業務 １人 17.1～24.1万円 ②土

木施工及び土木施工管理技術者 １人 20～35万円 

③利用者支援員 1人 14～16万円 ④測量技術者 １

人 20～30万円 ⑤車検整備士 １人 15.1～25.1万

円 ⑥販売員 ２人 12.8～16.5万円 ⑦調理人 １人 

15.1～25万円 ⑧林業作業員 １人 22～28.6万円 

⑨配管工 ２人 20～25万円 ⑩一般事務員 １人 

14～15万円 ⑪看護助手（介護）１人 14.5～17.6

万円 ⑫畜産 １人 16.9～20.8万円

〔パート求人〕（時給）

⑬食器洗浄・片付け １人 900円 ⑭ナイトフロント 

１人 770円 ⑮放課後児童支援員・補助員 １人 

765円 ⑯販売員 １人 800～900円 ⑰看護補助職

員 １人 1066～1133円 ⑱清掃スタッフ ３人 

770～850円 ⑲幼稚園保育助手 １人 900円 ⑳レ

ジ・調理係 １人 800円 ㉑厨房係 １人 780円 ㉒ 

製造 ２人 780～800円 ㉓ 医療事務 １人 800～

900円 ㉔ 作業員 ２人 762～800円

問 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

広報たけた  令和元年７月号 20



婚活コラム／人権シリーズぬくもり ほか

人
権

シリーズ　No.51 知っていますか？

アンガーマネジメント

　
い
よ
い
よ
竹
田
市
が
主
催
す
る
結

婚
相
談
所
「
ぼ
く
ら
の
結
婚
そ
う
だ

ん
じ
ょ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
結

婚
相
談
所
と
は
、
１
対
１
で
お
見
合

い
を
し
て
い
く
、
婚
活
の
な
か
で
一

番
真
剣
度
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

婚
活
に
は
、
ほ
か
に
も
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
・
合
コ
ン
街
コ
ン
・

婚
活
ア
プ
リ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

概
し
て
結
婚
相
談
所
は
成
婚
率
が

高
い
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
結
婚
相
談
所
だ
と
成

婚
率
が
高
く
な
る
の
で
し
ょ
う
？
ま

ず
、
結
婚
相
談
所
に
は
「
本
気
で
結

婚
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
し
か

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
担
当
者
が
つ
い
て
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も
大
き
い
で
す

ね
。
ど
ん
な
結
婚
を
し
た
い
か
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
異
性
の
紹
介
、
交

際
中
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
！
婚
活
中
は

不
安
や
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
い

が
ち
。
励
ま
し
が
あ
る
と
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
竹
田
市
の
未
婚
率（
25
歳
〜
49
歳
）

は
男
性
42
・
５
％
、
女
性
27
・
８
％

（
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
）
と
男
女

と
も
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
気
で

結
婚
し
た
い
と
思
っ
た
方
に
、
結
婚

へ
の
最
短
距
離
を
ご
用
意
し
た
い
と

思
い
、
つ
く
っ
た
の
が
「
ぼ
く
ら
の

結
婚
そ
う
だ
ん
じ
ょ
」
な
の
で
す
。

※

サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://ta

ke
ta
-e
n
.in
fo
/o
m
ia
i/

）

　毎日の生活の中で、「あんなに怒

らなければよかった」と反省するこ

とは誰しもあるのではないでしょう

か。怒りというのは悪い感情ではありません。自分を守るた

めに自然に生じる大切な感情です。でも、その怒りに支配さ

れて感情を爆発させると、怒ってしまった自分を責めたり、

怒ってしまった相手と気まずくなったり、人間関係に影響を

与えてしまうことも少なくありません。アンガーマネジメン

トとは、適切な問題解決やコミュニケーションに結びつける

ために怒りを上手にコントロールすることを言います。

　怒りの感情のピークは６秒と言われています。その６秒の

怒りのピークをやり過ごすことで、カッとして言わなくても

いいことを言ったり、手が出そうになったりということを回

避することができます。しかし、その「６秒をやり過ごす」

ことは決して簡単ではありません。 そんなときに役立つのが

「他のことに意識を向けること」です。 一番簡単な方法は、

心の中で６秒カウントするというものです。数を数えると

いった単純な作業を行うことで、意識を自然とそちらに向け

られるのです。

　アンガーマネジメントは決して怒りをなくすこと、怒りを

我慢することが目的ではありません。怒る必要があるものに

は上手な怒り方ができ、怒る必要のないものには怒らなくて

済むようにするために、まずは６秒数え立ち止まり、冷静に

なって自分の怒りの感情と向き合ってみませんか？

問 生涯学習課　☎63-4817

　
県
が
大
分
市
内
に
設
置
し
た
「
Ｏ

Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
結
婚
を
希
望

す
る
若
者
を
応
援
す
る
た
め
、
会

員
制
に
よ
る
１
対
１
の
お
見
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
下
旬
か
ら
は
県
内
５
か
所

を
巡
回
す
る
「
出
張
え
ん
む
す
部

（
予
約
制
）」
を
開
催
。
お
住
ま
い

の
近
く
で
会
員
登
録
や
お
相
手
検

索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
　
20

歳
以
上
概
ね
40

歳
代

ま
で
の
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の

方
で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ど

入
会
登
録
料
　
１
万
円
／
２
年

会
場
（
竹
田
会
場
）　
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
「
楽
屋
４
」

日
時
　
８
月
４
日
、
９
月
15

日
、
10

月
６
日
、
11

月
３
日
、
12

月
22

日
、

２
月
９
日
、
３
月
15

日
（
い
ず
れ
も

日
曜
日
の
午
前
11

時
〜
午
後
５
時
）

※

予
約
受
付
は
７
月
７
日
㈰
か
ら

開
始
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
９
７-

５
７
８-

７
７
７
７

U
R

L
:o

ita
-e

n
m

u
su

b
u

.co
m

 

※

平
日
・
土
曜
は
午
後
１
時
〜
８

時
、
日
曜
・
祝
日
は
午
前
11

時
〜
午

後
６
時
。
定
休
日
は
火
曜
・
水
曜

（
お
盆
休
み
等
不
定
休
有
）

〝
出
張
え
ん
む
す
部
〞
を
始
め
ま
す

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑧

結
婚
へ
の「
最
短
距
離
」を
用
意
し
た
い
！

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆
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学び舎／まるごと博物館

　
大
野
川
流
域
の
洞
穴
調
査
は
日

本
考
古
学
協
会
の
手
に
よ
り
昭
和

37

年
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
荻
地
域
の
本
格
的
な
発
掘
調
査

は
昭
和
47

年
か
ら
で
、
そ
の
き
っ

か
け
は
い
ず
れ
も
高
校
生
や
中
学

生
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

野
鹿
洞
穴

　
荻
町
南
河
内
地
区
の
野
鹿
洞
穴

は
昭
和
43

年
、
県
立
竹
田
高
校
の

鳥
飼
教
諭
と
民
俗
調
査
部
の
生
徒

に
よ
る
発
掘
調
査
で
人
骨
な
ど
の

発
見
が
あ
り
、
急
遽
新
潟
大
学
医

学
部
と
別
府
大
学
に
本
格
的
な
調

査
を
依
頼
し
、
昭
和
47

年
９
月
か

ら
調
査
を
始
め
た
。

　
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
後
・

晩
期
の
土
器
や
石
鏃
、
石
匙
、
石

斧
、
装
身
具
の
大
理
石
製
耳
飾

り
、
当
時
の
精
神
生
活
の
一
端
を

表
現
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
溶
結

疑
灰
岩
製
の
岩
偶
を
始
め
、
４
体

の
人
骨
な
ど
き
わ
め
て
貴
重
な
発

見
が
さ
れ
た
。

竜
宮
洞
穴

　
竜
宮
洞
穴
は
昭
和
48

年
、
緑
ヶ

丘
中
学
校
３
年
の
大
森
啓
司
君
等

仲
良
し
３
人
組
が
、
夏
休
み
に
魚

釣
り
を
兼
ね
水
泳
に
行
き
、
た
ま

た
ま
大
野
川
沿
い
の
洞
穴
で
発
見

し
た
土
器
片
30

数
点
を
学
校
に
持

参
、
鑑
定
を
別
府
大
学
の
賀
川
教

授
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
縄
文
時

代
の
ほ
ぼ
全
期
に
及
ぶ
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
。
再
び
新
潟
大
学

と
別
府
大
学
に
調
査
を
依
頼
し
、

昭
和
49

年
９
月
か
ら
調
査
。

　
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
前
期
の

曽
畑
式
・
轟
Ｂ
式
土
器
や
後
期
の

小
池
原
式
土
器
、
石
匙
、
石
斧
な

ど
の
石
器
、
鹿
の
大
腿
骨
を
削
っ

て
作
っ
た
小
さ
な
釣
針
２
本
や
刺

突
具
な
ど
の
骨
角
器
、
人
骨
の
一

部
が
発
見
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
荻
台
地
は
大
野
川
上

流
地
域
農
業
開
発
事
業
に
伴
う
土

地
基
盤
整
備
に
よ
り
、
約
10

年
に

わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

次
々
に
貴
重
な
発
見
が
続
く
こ
と

に
な
る
。
　
　
　
（
猪
野
　
一
男
）

発掘調査の夜明け ①

ま
る
ご
と
博
物
館

164

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
竹
田
市
南
西
部
に
位
置
す
る
南
部

小
学
校
は
、
１
９
６
３
年
４
月
に
玉
来

小
学
校
と
松
本
小
学
校
が
統
合
し
て

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
新

校
舎
、
２
０
０
６
年
に
運
動
場
と
体
育

館
、
そ
の
翌
年
に
は
プ
ー
ル
が
完
成
し

恵
ま
れ
た
教
育
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
４
月
に
26

名
の
新
１
年

生
を
迎
え
、
１
７
３
名
の
児
童
が
元
気

に
学
習
や
運
動
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
豊
か
な
心
と
確
か
な

学
力
を
身
に
つ
け
た
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
南
部
っ
子
の
育
成
〜
や
さ
し

い
子
か
し
こ
い
子
た
く
ま
し
い
子
〜
」

を
学
校
教
育
目
標
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

①
第
54
回
「
友
情
の
ほ
た
る
お
く
り
」

に
向
け
て

　
今
年
度
で
54

回
目
を
迎
え
る
「
ほ

た
る
お
く
り
」
が
６
月
６
日
㈭
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
６
年
生
32

名
が
南
部
小

学
校
の
代
表
と
し
て
、
国
立
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
別
府
重

度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し

た
。
６

年

生

は
４
年
生
の

時
、
岩
瀬
・
栃

鶴
地
域
づ
く

り
協
議
会
の

方
の
ご
協
力

を
得
て
ほ
た

る
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い
、
ほ
た
る

鑑
賞
会
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
６
年
生

で
は
ほ
た
る
お
く
り
の
歴
史
を
中
心

に
学
習
を
行
い
、
南
部
小
学
校
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
り
、

自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
は
地
域
の
方
や
保

護
者
の
方
の
協
力
を
得
て
、
合
計
約
４

０
０
匹
の
ほ
た
る
を
集
め
る
活
動
も
行

い
ま
し
た
。
児
童
が
集
め
た
ほ
た
る
と

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

が
用
意
し
た
花
束
は
、
当
日
子
ど
も
た

ち
の
手
か
ら
セ
ン
タ
ー
入
所
者
の
方

に
し
っ
か
り
と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

②
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
南
小
っ
子
を
め
ざ
し
て

　
今
年
の
児
童
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

南
小
っ
子
」
で
す
。
６
年
生
と
５
年
生

が
委
員
会
活
動
の
中
心
と
な
り
、
自

分
た
ち
が
日
々
生
活
す
る
南
部
小
学

校
を
よ
く
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
会
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、「
あ
い
さ
つ
」「
声
ゼ
ロ
そ
う
じ
」

「
時
間
を
守
る
」
で
す
。
５
月
10

日
㈮

に
行
わ
れ
た
児
童
総
会
で
児
童
会
長

の
加
来
航
志
郎
さ
ん
か
ら
主
旨
が
説

明
さ
れ
、
全
校
で
取
り
組
む
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
会
役
員
が
毎

日
児
童
玄
関
に
交
代
で
立
ち
、
元
気
な

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
南
部
小
学
校

あ
い
さ
つ

が
で
き
る

よ
う
に
全

校
の
友
だ

ち
に
声
を

か
け
て
い

ま
す
。

　
水
曜
日
以
外
、
昼
休
み
後
１
時
25

分
か
ら
15

分
間
行
わ
れ
る
そ
う
じ
は

「
声
ゼ
ロ
そ
う
じ
」
を
合
い
言
葉
に
行
っ

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
担
当
の
場
所

を
時
間
い
っ
ぱ
い
無
言
で
そ
う
じ
に
取

り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
自
分
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
行
う
と
い

う
姿
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

③
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
て

　
南
部
小
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の
地

域
の
方
も
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
通
学
の
見
守

り
と
し
て
11

名
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

方
に
登
下
校
の
見
守
り
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。月
１
回
木
曜
日
に
行
う

予
定
の
読
み
聞
か
せ
に
も
保
護
者
と

と
も
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童

が
行
う
体
験
活
動
に
も
各
種
の
団
体

の
方
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を

う
け
て
１
７
３
名
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
教
頭
　
後
藤
　
辰
憲
）

↑第54回 ほたるおくり

↑そろいのタスキをかけてあ

いさつ運動を行う児童会の

みなさん

↑大分合同新聞（昭和49年６月
12日記事より転載）

↑耳飾り

〈参考資料〉

　別府大学野鹿洞穴の研究、

　日本の古代遺跡、大分合同新聞

↑疑灰岩製の岩偶

の

　

  

が

　ど
う  

け
つ

り
ゅ
う
ぐ
う 

ど
う  

け
つ

せ
き
ぞ
く

せ
き

ふ

い
し
さ
じ
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今月の読み聞かせ

開館のご案内

他250冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】

・掌篇歳時記　春夏［講談社］

・武士の賦　居眠り磐音［文藝春秋］

・暁天の星［PHP研究所］

・椿宿の辺りに［朝日新聞出版］

・進撃の巨人　果てに咲く薔薇［講談社］

・まいにち冷奴－おかずにも、つまみにも－［成美堂出版］

・シニアのための防災手帖［産業編集センター］

・こんにちは　民生委員です。

［幻冬舎メディアコンサルティング］

　

【児童書】

・ちっちゃいこえ－「原爆の図」より－［童心社］

・まめしば［小学館］

・さんびきのおさる［福音館書店］

・じぶんでよめるいきものずかん［成美堂出版］

・はじめてのラグビー［世界文化社］

・しょうぎはじめました［文研出版］

・駐在さん（高齢者向け紙芝居）［雲母書房］

瀬戸内　寂聴他

佐伯　泰英

葉室　麟

梨木　香歩

紅玉　いづき

小林　まさみ

三平　洵

鶴石　悠紀

アーサー・ビナード　脚本／丸木　俊・丸木　位里　絵

荒井　良二・キム  ソクウォン　作

あべ　けんじ

成美堂出版編集部

大野　均

間部　香代　文／田中　六大　絵

本多　ちかこ　著／ときわ　ひろみ　監修

　さあ、梅雨が明けると夏がやってきます！皆さんはどんな夏を過ごされますか？川や

海に出かけてキャンプしたり、泳いだりするのも楽しいですね♪今年の夏も暑さに負け

ず元気いっぱい乗りきっていきましょう。

　図書館では読むだけで涼しくなるようなこわ～い本や、夏におすすめの一冊を取り揃

えて皆さんのお越しをお待ちしています。また７月、８月は金曜日の開館時間を午後７

時まで延長し、第４金曜日も開館します。涼しい図書館へどうぞお出かけください。

　チベットに魅せられて30年、初チベット行き以

来、チベットと西北ネパール・北インド・モンゴ

ルなどチベット文化圏へ通い続けている作者の集

大成ともいえる写真集。大好きなチベットと愛し

い人たちの暮らしを目に見える形で残しておきた

かったのだそうです。伝統や目に見える文化が消

えてしまわないうちに…。

おはなしひろば
　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム

　７月 ４日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園
　７月11日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会

　７月13日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

図書室のご案内 直入図書室

　直入支所を入ると、右側に広くて

きれいな直入図書室があります。手

前には本棚が並んでおり、奥には学

習席があります。広々とした居心地

のよいスペースに新しい本もたくさん入りました！本の貸

し出しや返却、お問い合わせなどは支所のカウンターまで

声をお掛けください。本館からの連絡便も火曜日～金曜日

に運行していますので、本館で借りた本の返却やリクエス

トされた本の受け取りができます。ぜひ一度足を運んでみ

てください！

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時（金曜日は午後７時まで）
　休館日 月曜日　※26日㈮は開館します。

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時（金曜日は午後７時まで）
　休館日 月曜日　※26日㈮は開館します。

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「ツァンパで朝食を」
渡辺　一枝　　本の雑誌社

　チーターが走っています。チーターに

気がついたガゼルがおびえています。で

もあれれ？チーターはガゼルを飛び越し

ていきました。さてさてチーターはいっ

たいどこへ…？

「タタタタ」

りとう　ようい　　鈴木出版

児童書

7月

　少年期を荻町で過ごし、同町の名誉町民となっ

た池松氏。この本は亡き池松氏が国際学会に懸け

た想いを、1991年９月に東京で開催された「世

界睡眠時無呼吸症といびき症会議」で参加者に披

露したいとの遺族の希望に応えた一冊で、世界で

ただ一人の「いびき博士」池松武之亮のいびきに

捧げた人生の記録が記されています。

「いびき博士奮闘記」

池松武之亮いびき資料館

郷土の本

流
地
域
農
業
開
発
事
業
に
伴
う
土

わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

次
々
に
貴
重
な
発
見
が
続
く
こ
と

（
猪
野
　
一
男
）

一般書

          第22回夏休みとしょかんまつり

　今年は地元大分で活躍中の二人組ユニット「ザ・キャ

ビンカンパニー」のえほんおはなし会を開催します。会

場にてえほんの販売をします。購入した本にサインもし

てくれますので、どうぞお楽しみに！みんな来てね！

　日時　7月15日㈪　午後１時30分～３時30分

　会場　グランツたけた　キナーレ

お知らせ

たけ の すけ
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市長コラム

〈第118回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←これまでの竹田の歴史、ド

ラマを繊細に記録した記

念 誌 など 貴 重 な 冊 子 の

数々。声楽コンクール記念

誌（定価1000円）は残り70

部で、グランツたけたにて

購入できます

後
世
に
評
価
さ
れ
る
竹
田
市
の
『
本
』

　
先
月
、
と
て
も
緊
張
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
た
。
そ
れ
は
竹
田
市
が
戦
後
間
も
な
く
始

め
た
『
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
』
が
全
国
的
な
評
価
を
得
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
一
年
一
年
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
が
ど
う

評
価
さ
れ
る
か
。
是
非
と
も
輝
か
し
い
栄
冠
を
獲

得
し
て
ほ
し
い
の
だ
が
、
発
表
は
来
月
下
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
こ
で
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
72

年

間
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
努
力
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ど
う
後
世
に
伝

え
よ
う
と
し
た
か
で
あ
る
。

　
人
の
記
憶
は
薄
ら
い
で
い
く
も
の
だ
し
、
時
代

を
越
え
る
と
そ
の
価
値
が
正
確
に
伝
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
感
動
は
思
い
出
と
な
り
、

そ
の
人
の
人
生
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
、
そ
こ
に
こ
そ
文
化
芸
術
の
尊
さ
が
宿
っ
て
い

る
の
は
言
わ
ず
も
が
な
。

　
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
ど
う
後
世
に
伝
え
る

か
。
建
物
な
ら
ば
形
が
残
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の

ほ
ど
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
プ
リ
ツ

カ
ー
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
分
県
出
身
の
磯
崎
新
さ

ん
。
彼
の
作
品
は
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
旧
大
分
県
立

図
書
館
）
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
現
代
美
術
館
な
ど
世

界
に
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
今

で
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
し
活
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
。
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
よ
う
な
も
の

は
ど
う
か
。
こ
う
し
た
文
化
行
事
な
ど
は
日
常
的

に
確
認
で
き
に
く
い
の
が
常
だ
。
確
か
に
こ
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
、
そ
の
後
世
界
的
に
活
躍
し
て
い

る
声
楽
家
も
少
な
く
な
い
。
ま
さ
に
、
生
き
た
証

し
で
は
あ
る
が
、
現
場
で
ど
ん
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
、
ど
ん
な
企
画
が
具
現
化
さ
れ
、
審
査
員
は

ど
ん
な
人
が
担
っ
て
き
た
の
か
。
優
勝
者
の
歌
は

い
ま
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　こ
れ
ら
重
要
な
項
目
を
時
間
を
か
け
ず
に
伝
え

る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　実
は
、
懸
念
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
見

事
に
応
え
て
く
れ
た
の
が
、
『
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
70

周
年
記
念

誌
』
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
記
念
誌
は
平
成
29

年
３
月
31

日
付
で
発
刊

さ
れ
た
。
60

数
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
記
録
が
綴
ら
れ
、

歴
代
優
勝
者
の
歌
声
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
付
録

さ
れ
た
。
と
に
か
く
内
容
が
見
事
で
あ
る
。
資
料

も
写
真
も
、
そ
し
て
編
集
も
素
晴
ら
し
い
。
編
集

委
員
の
皆
さ
ん
の
情
熱
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や

は
り
担
当
し
た
職
員
、
特
に
広
報
マ
ン
と
し
て
も

活
躍
し
た
江
渡
主
幹
の
セ
ン
ス
が
光
る
。

　
実
は
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
賞
に
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
推
薦
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
こ
の
記
念
誌

に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
１
時
間

の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
70

年
間

の
ド
ラ
マ
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
間
違
い

感
動
の
ド
ラ
マ
を
「
意
識
し
て
残
す
」
後
継
者
た
ち

な
く
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
る
か
ら
で
、
推
薦
者

も
こ
の
冊
子
を
絶
賛
し
た
。

　
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
を
教
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
『
残
す
べ
き
は
何
か
。
伝
え
る
べ
き
も
の

は
何
か
』
を
知
っ
て
い
る
人
間
の
力
の
こ
と
だ
。

　
さ
て
、
歴
史
的
偉
業
と
い
っ
て
も
い
い
こ
の
冊

子
が
導
い
て
く
れ
る
栄
光
の
道
。
そ
れ
は
、
遠
く

な
い
う
ち
に
私
た
ち
は
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
。
私
に
は
か
け
が
え
の
な
い
枕
頭
の

書
が
数
冊
あ
る
。

　
ま
ず
、
長
湯
温
泉
を
世
界
に
知
ら
し
め
よ
う
と

挑
戦
し
た
先
人
た
ち
の
記
録
誌
『
60

年
先
を
歩
い

て
い
た
男
た
ち
』
、
さ
ら
に
、
そ
の
遺
志
を
継
い

で
海
を
渡
っ
た
訪
問
団
の
記
録
『
成
果
を
生
ん
だ

21

世
紀
へ
の
開
拓
史
』
、
そ
し
て
そ
の
後
後
輩
た

ち
が
改
訂
を
続
け
て
い
る
『
長
湯
温
泉
文
化
本
』
。

　
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
発
刊
が
叶
っ
た
『
竹
田

文
化
読
本
・
竹
田
の
月
』
に
加
え
、
あ
の
九
州
北

部
豪
雨
を
越
え
て
完
成
し
た
『
岡
藩
城
下
町
４
０

０
年
祭
記
念
誌
』
、
さ
ら
に
い
ま
や
全
国
的
な
話

題
を
集
め
て
い
る
『
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
』
、
そ
し
て
国
民
文
化
祭
公
式
記
録
集
『
竹

田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
職
員
の
手
に
よ
る
も
の
だ
。

彼
ら
は
実
践
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
残
す
べ
き

は
何
か
、
伝
え
る
べ
き
は
何
か
を
し
っ
か
り
と
学

び
続
け
て
い
る
。

　
竹
田
市
の
ド
ラ
マ
は
消
え
る
こ
と
は
な
い…

。
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輝け！竹高生 ほか

活
躍
し
た
江
渡
主
幹
の
セ
ン
ス
が
光
る
。

び
続
け
て
い
る
。

　
竹
田
市
の
ド
ラ
マ
は
消
え
る
こ
と
は
な
い

全九州高等学校体育大会
（インターハイ北九州地区予選会）
６月13日㈭～16日㈰／長崎県諫早市

　　臼井理悦（３年）、大久保太陽（同）

陸上競技部
山岳部

全国高等学校総合体育大会
第63回全国高等学校登山大会
８月２日㈮～６日㈫

宮崎県高千穂町武道館及び祖母山系

　　【男子】髙橋健太（３年）、田原爽之朗（同）、

　　　　　井野航輔（同）、若松　慶（同）

　　【女子】佐藤香帆（３年）、山田芽衣（同）、

　　　　　山形ひかり（同）、吉野百恵（同）

国民体育大会 第39回九州ブロック大会 
スポーツクライミング
７月12日㈮～14日㈰

佐賀県・多久高等学校クライミングウォールほか

　　【男子】森　響生（３年）　【女子】浦松佑衣（２年）

全九州高等学校体育大会
第62回全九州高等学校登山競技大会
７月５日㈮～７日㈰

熊本県南阿蘇村旧久木野中学校体育館及び阿蘇山系

　　【男子】小野磨裟斗（２年）、帆足洸希（同）、

　　　　　渡邉航平（同）、渡邉翔平（同）

　　【女子】久保桜子（２年）、江藤　夢（同）、

　　　　　飯野柊子（１年）、福澤優美（同）

第43回全国高等学校総合文化祭
吟詠剣詩舞部門

７月28日㈰／佐賀県・唐津市民会館

書道部門

７月29日㈪・30日㈫／佐賀県・唐津市文化体育館

　　森　唯那（３年）、西真由子（同）、

　　佐藤千春（同）

書道・吟詠部

全国大会・九州大

会に出場する大分

県立竹田高等学校

の生徒23人を紹介

します。（敬称略）

　昨年度創部した竹田南高等学校女子サッ

カー部。当初４人だった部員に今春、11人

の新入部員が加わり、単独チームとして試

合ができるようになりました。

　６月２日、大分県高等学校総合体育大会

に初めて出場。強豪・柳ヶ浦高等学校を相

手に健闘を見せました。

　今後は全日本高校女子サッカー選手権大

会への出場を目指し、練習に励みます。

竹田南高校女子サッカー部

全国に向け、第一歩

〝
久
住
高
原
農
業
高
〞の
名
を
九
州
に

　
６
月
11
日
に
行
わ
れ
た
「
第
66
回

大
分
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
意
見
発
表
会
」

で
、
大
分
県
立
久
住
高
原
農
業
高
等

学
校
の
平
田
和
也
さ
ん
（
２
年
）
が

生
産
・
流
通
・
経
営
を
発
表
分
野
と

し
た
Ⅰ
類
で
最
優
秀
賞
、
花
篭
拓
海

さ
ん
（
３
年
）
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ⅲ
類
で
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
『「
恋
の
香
」
お
り

が
実
の
る
ま
ち
「
都
野
」
〜
イ
チ
ゴ

生
産
者
に
な
る
た
め
に
〜
』
を
題
目

に
、
祖
父
母
の
イ
チ
ゴ
栽
培
を
継
ご

う
と
進
学
を
決
め
た
当
時
の
思
い
に

つ
い
て
発
表
。
８
月
７
日
に
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
藤
真
莉
さ
ん
（
３
年
）
が

考
案
し
た
作
品
「
琉
球
の
空
に
響
か

せ 

大
地
に
刻
む 

農
ク
の
力 

い
ざ
咲

か
せ 

は
ば
た
け 

未
来
の
農
力
」
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
九
州
大
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

↑県高校総体初出場で健闘を見せた竹田南高校の選手たち

↑（左から）平田和也さん、花篭拓海さん、

佐藤真莉さん

か
は
な
か
ご
た
く  

み

ひ
ら  

た  

か
ず 

や

さ  

と
う  

ま
　
り

の
う
り
ょ
く

み
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TAOの里（くじゅう　 ） 　　　　　　  花公園近く2019年 8/8㊍→25㊐
開場 8:00

メインLIVE 開演 14:30

今年の竹田市民チケットは、

8/８㊍～24㊏ まで

期間中いつでも

竹田市民限定チケット

大　人6,000円→ 5,000円

利用OK！
※最終日25日㈰は期日指定券が必要です。竹田市民限定チケットでは入場できません。

小学生3,000円→ 2,500円

竹田市の中学・高校生は半額!!   6,000円 → 3,000円
※チケット購入時に学生証や年齢が確認できるものを提示ください。NEWS

広
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阿孫  久見第172回 郷土の植物
（363）

　
低
地
か
ら
山
地
の
湿
地
や
草

原
・
林
の
ふ
ち
に
生
育
す
る
高
さ

40
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

　
全
縁
（
ふ
ち
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
な

い
）
の
葉
は
す
べ
て
根
生
葉
（
茎

で
は
な
く
根
元
か
ら
出
る
葉
）
で

斜
め
に
立
ち
上
が
り
長
い
柄
が
あ

り
ま
す
。
形
は
卵
状
長
楕
円
形
で

先
は
少
し
と
が
り
ま
す
。
長
さ
は

20
㌢
、
幅
が
８
㌢
ほ
ど
で
す
。
主

脈
に
そ
っ
て
側
脈
が
数
本
平
行
状

に
並
び
ま
す
。
表
面
の
葉
脈
は
凹

状
に
へ
こ
み
、
裏
面
で
は
逆
に
突

き
出
て
い
ま
す
。
葉
の
柄
は
翼
状

に
な
っ
て
葉
柄
の
下
部
ま
で
つ
づ

い
て
い
ま
す
。

　
夏
の
頃
、
直
立
す
る
花
茎
に
長

さ
５
㌢
、
径
３
㌢
ほ
ど
の
筒
状
の

淡
紫
色
の
花
を
片
方
向
に
向
け
て

咲
か
せ
ま
す
。
花
の
先
は
６
個
に

裂
け
て
い
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
葉

が
比
較
的
小
さ
く
、

花
の
つ
ぼ
み
（
写
真
）

が
橋
の
欄
干
に
つ
け

る
擬
宝
珠
の
形
に
似

て
い
る
の
で
小
葉
擬

宝
珠
の
名
が
あ
り
ま

す
。

　
竹
田
で
は
主
に
く

じ
ゅ
う
山
系
の
湿
地

や
草
原
で
観
察
さ
れ

ま
す
。
ま
た
里
山
で

も
見
ら
れ
ま
す
。
花

期
は
７
月
か
ら
８
月

で
す
。

※ＴＡＯ文化振興財団（ＴＡＯ

ショップ）、竹田市観光ツーリズム

協会、荻・久住・直入の各支所等

でチケットを取り扱っています。

問 ＴＡＯ文化振興財団
☎0974-63-1133
※10:00~18:00、木曜定休

し
っ  

ち

こ
ん
せ
い
よ
う

ぜ
ん
え
ん

く
き

ね  

も
と

な
な

え

ら
ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う
だ
え
ん
け
い

し
ゅ

み
ゃ
く

そ
く
み
ゃ
く

よ
う
み
ゃ
く

お
う

じ
ょ
う

つ

え

よ
く
じ
ょ
う

よ
う
へ
い

へ
い
こ
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じ
ょ
う
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け
い

つ
つ
じ
ょ
う

た
ん
し
し
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か
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ほ
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か
く
て
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は
し

ら
ん
か
ん
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し
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別冊　国民健康保険からのお知らせ 1

□現在お使いの被保険者証（朱色）の有効期限は、令和元年７月31日までとなっています。 

　新しい保険証は、７月中に簡易書留郵便で世帯主宛てにお送りします。

□令和元年８月１日からは、今回お送りする被保険者証（水色）をご使用ください。

◆新しい保険証の有効期限について

　有効期限は令和２年7月31日です。ただし、70歳・75歳の誕生日

を迎える方や退職被保険者で65歳の誕生日を迎える方は、有効期限

が異なります。

 令和２年７月末までに70歳になる方

　今回お送りする保険証の有効期限は70歳の誕生月末日です。（１

日生まれの方は誕生月前月の末日）

　その後は一部負担金の割合（２割または３割）が記載された「保

険証兼高齢受給者証」をお送りします。

◆会社の健康保険に加入しているのに保険証が届いたとき

　国保の脱退手続きが必要です。国保の保険証と会社の保険証を持参

して、保険健康課または各支所地域振興課で手続きをしてください。

○ 有効期限は令和２年７月31日です。

○ 「一部負担金の割合」は平成30年中の所得に基づいて判定してい

ます。

○ 被保険者証は折りたたみタイプです。半分に折ってご使用くだ

さい。

○ 裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○ 被保険者証は保険料額決定通知書とは別に送付します。

被保険者証を７月中に郵送します

●配達時に不在の場合は「郵便物等ご不在連絡票」に記載された保管期日までに、郵便局に連絡し再

配達してもらうか、本人確認書類（免許証など）を持参して郵便局の窓口でお受け取りください。

●有効期限が切れた被保険者証は使用することができませんので、ご自身ではさみなどで裁断して

処分いただくか、市役所保険健康課または各支所地域振興課に返還していただくようお願いしま

す。

国民健康保険

□現在お使いの被保険者証（緑色）の有効期限は、令和元年７月31日までとなっています。 

　新しい保険証は、７月中に簡易書留郵便でお送りします。

□令和元年８月１日からは、今回お送りする被保険者証（桃色）をご使用ください。

後期高齢者医療

見本（70歳未満）

見本（70歳から74歳）



2019年7月発行2

国民健康保険税のお知らせ

国民健康保険税の納付書等を送付します

○平成31年度の保険税の税率　※本年度から保険税率が改正されました。

※課税所得金額は、前年の総所得金額から33万円（基礎控除額）を差し引いた金額です。 

※年度途中に75歳の誕生日を迎える方は、４月から普通徴収になります。

保険税の納付は、簡単・便利な口座振替で

③平等割額 賦課限度額②均等割額①所得割額

　保険税は毎年４月から３月までの12か月を１年度として、「医療給付費分」と「後期高齢者支援金分」

と「介護納付金分（40歳から64歳までの方）」を次の表の①～③で計算した合計額を世帯主に課税します。

保険税の決め方

保険税の納付方法

◆普通徴収
　保険税を納付書により金融機関またはコンビニエンスストアで納めていただくか、口座振替契約された金

融機関の口座から振替する納付方法です。１年分（12 か月分）を４月から翌年３月までの全12期で納めます。

　平成31年度の国民健康保険税（以下、保険税という）が決定しましたので、７月中旬に納付書等

をお送りします。

　保険税は、国保加入者や75歳以上の方が対象の後期高齢者医療制度加入者が、病気やけがをした

ときの医療費や介護サービス費用の一部となる貴重な財源ですので、納期限までにきちんと納付し

ましょう。

※保険税の年度は、平成31年４月から令和２年３月までを「平成31年度」と表記します。

医療給付費分

後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40～64歳のみ）

課税所得金額
×9.90%

課税所得金額
×3.00%

課税所得金額
×2.50%

一人当たり
　　　　28,900円

一人当たり
　　　　8,700円

一人当たり
　　　　9,200円

１世帯につき
　　　　  20,200円

１世帯につき
　　　　  6,100円

１世帯につき
　　　　  4,300円

①+②+③
　　　　　61万円

仮算定（暫定賦課）期間 本算定（確定賦課）期間

期別

月

第１期

４月

第２期

５月

第３期

６月

第４期

７月

第５期

８月

第６期

９月

第７期

10月

第８期

11月

第９期

12月

第10期

１月

第11期

２月

第12期

３月

◆特別徴収
　保険税を年金から天引きする納付方法です。世帯の国保加入者が全員65歳以上74歳未満の場合は、

原則世帯主の年金から天引きとなります。1年分（12か月分）を偶数月の年金受給日の全６期で納めます。

仮徴収期間 本徴収期間

期別

月

第１期

４月

第２期

６月

第３期

８月

第４期

10月

第５期

12月

第６期

２月

①+②+③
　　　　　19万円

①+②+③
　　　　　16万円

　口座振替にすれば、翌年度以降も自動的に継続するので、納付が簡単で便利になります。

　預（貯）金通帳、通帳届出印を持参して、市役所税務課、各支所地域振興課、市指定の金融

機関で「口座振替依頼書」に必要事項を記入しお申し込みください。
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４月

５月

６月

７月

８月

９月

納　期

（月）

保　険　料　額 普通徴収の

納　期　限特別徴収 普通徴収額

○特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その

月の年金から差し引かれます。

○普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その

月の納期限までに納付書等で保険料を納めていただくよう

になります。ただし、口座振替申請をされている方は、納

期限の日に通知書に記載している金融機関から振り替えさ

せていただきますので、手続きは必要ありません。

◆世帯ごとで負担する平等割額の軽減
　国保の被保険者が後期高齢者医療制度に移行することにより、同じ世帯の国保被保険者が１人と

なる場合、医療給付分と後期高齢者支援金分に係る平等割額について、５年間は２分の１に軽減、

その後３年間は４分の３に軽減します。

◆会社の健康保険で扶養されていた方に対する保険税減免
　会社の健康保険に加入していた方が後期高齢者医療制度へ移行することにより、その被扶養者で

はなくなった方が国保に加入する場合、当分の間、所得割額の負担はありません。また、７割・５

割の軽減に当てはまる場合を除き、被保険者１人ごとで負担する均等割額が２年間最大半額になり

ます。さらに国保被保険者が１人の場合には、平等割額も２年間最大半額になります。

◆非自発的失業者に対する軽減
　会社の倒産や会社の都合等の非自発的理由で失業した方（雇用保険の特定受給資格者及び特定理

由離職者に限ります）の保険税は、離職日の翌日の属する月からその翌年度末までの間、前年中の

給与所得を100分の30とみなして計算します。

　対象者は離職時点で65歳未満の方、かつ雇用保険受給者証の離職理由コードが11、12、21、

22、23、31、32、33、34の方です。雇用保険受給資格者証を持参のうえ、市役所保険健康課また

は各支所地域振興課で申請をしてください。

◆災害等による減免
　災害等で保険税の納付が困難なときは申請によって保険税の減免が認められることがあります。

※保険料の納め方については、決定通知書

　の保険料額の欄でご確認ください。

※特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度への移行により国保を脱退した方のうち、同じ世帯に国保被保険

　者がいる方です。ただし、継続して移行時と同じ世帯であることが条件です。

判定所得 判定区分 軽減割合

33万円以下

｛33万円+28万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）｝以下

｛33万円+51万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）｝以下

７割

５割

２割

◆低所得世帯に対する軽減
　保険税の均等割額と平等割額について、判定区分に応じて７割・５割・２割を軽減します。な

お、軽減は所得申告（確定申告・市県民税申告等）に基づいて行います。

保険税の軽減と減免

後期高齢者医療の保険料額決定通知を送付します

　平成31年度の後期高齢者医療の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送

りします。保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

世帯主と被保険者と
特定同一世帯所属者
の前年中の総所得金
額等の合計額

●課税に関するお問い合わせ　竹田市税務課　課税係　☎63-1111（内線124・125・126）

●納付に関するお問い合わせ　竹田市税務課　管理係　☎63-1111（内線121・122）



2019年7月発行4

●市役所の窓口　竹田市保険健康課 国保・高齢者医療係　☎0974-63-1111（内線 178・179）

●後期高齢者医療に関するお問い合わせ　大分県後期高齢者医療広域連合 ☎097-534-1771（代表）

限度額適用・標準負担額減額認定証等の申請受付について

　外来や入院時に自己負担限度額を超えるような場合、限度額適用・標準負担額減額認定証や限度

額適用認定証を医療機関に提示することで、医療費が限度額までの負担となります。認定証の区分

は平成30年中の所得に基づいて判定します。申請先は市役所保険健康課または各支所地域振興課で

す。

　◆限度額適用・標準負担額減額認定証　※入院時の食事代も減額されます。

　　☆対象者　　　　　住民税非課税世帯の方

　◆限度額適用認定証

　　☆対象者　　　　　70歳未満の住民税課税世帯の方

　　　　　　　　　　　70歳以上で住民税課税所得145～690万円未満の現役並み所得区分の世帯

　　　　　　　　　　　の方（詳しくは下図をご覧ください）

　●申請に必要なもの　保険証、印かん、個人番号カードまたは通知カード

　現在ご使用の限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は7月末です。

８月以降も引き続き認定証をお使いになる場合は、あらためて申請が必要となります。

国民健康保険 ※更新手続きが必要です。

　現在認定証をお持ちでない方で、新規で認定証が必要となった場合は随時申請を受け付けています。

※過去12か月で91日以上入院されている方は、入院したときの食事代が申請により軽減されます。

　　☆申請対象者　　　　70歳未満の住民税非課税世帯の方、70歳以上の低所得Ⅱの方

　　☆申請に必要なもの　過去12か月の入院日数が確認できる書類（領収書や病院の発行する入院

証明証）、現在お持ちの限度額適用・標準負担額減額認定証、保険証、印

かん、個人番号カードまたは通知カード

後期高齢者医療 ※現在お持ちの方で、８月以降も該当となる方には、７月中旬に新しい証を
　送付しますので、手続きの必要はありません。

Ⅲ課税所得

690万円以上

一　　般

低所得Ⅱ

現役並み所得者、低所得Ⅱ・Ⅰ以外の方

住民税非課税世帯の方（低所得者Ⅰ以外の方）

住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（公的

年金は控除額80万円）を差し引いたときに０円となる方

現
役
並
み
所
得
者

Ⅱ課税所得
380万円以上690万円未満

Ⅰ課税所得

145万円以上380万円未満

■70歳以上の方の適用区分

限度額適用・標準負担額

減額認定証の発行対象

限度額適用認定証

の発行対象

低所得Ⅰ

Ⅲ課税所得・一般の方は医

療機関の窓口に保険証を提

示すると、お支払いが限度

額までとなります。認定証

の申請は必要ありません。

適用区分は、平成 30 年中の所得に

基づいて判定を行います。
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